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操作手順概要
以下の操作手順は、 ご使用になる機器を迅速かつ簡単に設定する方法を示し ています。

安全注意事項 → 5 ページ

始めに安全注意事項を よ く お読み く ださい。 以降のステ ッ プを よ り 早 く 簡単に理解でき る よ う にな り ま

す。 以下の項目に関する情報が記載されています。

 機器の用途

 操作上の安全注意事項

 本書で使用し ている安全に関する記号や注意事項の説明



変換器の配線 → 30 ページ

変換器ソ フ ト ウ ェ アによ るセンサの設置。 

最初に変換器を電源に接続し ます。



表示部および操作スイッチ → 34 ページ

すぐに機器を使用でき る よ う に、 各種表示部と操作ス イ ッ チの概要を ま と めま し た。



センサの設置 → 10 ページ

流量計測センサ プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオンバージ ョ ン） の設置



センサのセットアップ → 46 ページ

機器 （現場指示計有） ：

「センサのセ ッ ト ア ッ プ」 （→ 46 ページ） には、 センサの設置に必要なデータ （センサの間隔、 ワ イ ヤの

長さ、 配管の材質、 液体中での音速など） が記載されています。

 " ク ラ ンプオン " 型のセンサの間隔がデータ と し て示されます。 

W 型のセンサの場合は、 センサ 1 およびセンサ 2 を示す各 1 文字も示されます。 これによ り 、 取付レー

ルを使ってセンサの位置を簡単に設定でき ます。

機器 （現場指示計無） ：

現場指示計がない機器の場合は、 センサのセ ッ ト ア ッ プを使用でき ません。 

そのよ う な機器の設置手順については、 本取扱説明書を参照し て く ださい。

センサ / 変換器の接続ケーブルの接続 → 27 ページ



カスタム設定 → 49 ページ

複雑な計測操作に応じ る ための追加機能も あ り ますので、 機能マ ト リ ク ス を使用し て、 プロセスの状況に

合わせてそれら を個々に選択し て設定でき ます。 次の 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

 設定プロ グ ラ ム "FieldCare" によ るパラ メ ータの設定

 現場指示計 （オプシ ョ ン） によ るパラ メ ータの設定

すべての機能の詳細については、 機能マ ト リ ク ス をご覧 く だ さい。 → 75 ページ

! 注意 ! 

基本設定後や操作中に障害が発生し た場合は、 常にチェ ッ ク リ ス ト から ト ラブルシューテ ィ ングを始めて

く ださい → 55 ページ。 その質問に回答し てい く こ と によ って、 問題の原因と 適切な対処方法が明らかに

な り ます。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる

機器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全

防爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
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Because o egal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number
________________________

Type o nstrument / sensor
____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]
Conductivity / ________

_____/
[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]
Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____
_____

/
/ 2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

CAS No.

harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is d out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /
_________________________________________________
Address /
_________________________________________________
_________________________________________________

Phone number of contact person /
____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書で説明する機器は、 閉管内の次のよ う な流体の流量を計測する こ と を目的と し てい
ます。
 導電性の低い超純水

 水、 排水など

本機器は、 体積流量だけでな く 、 流体中の音速も計測し ています。 この方法によ って、 異なる流
体を識別し た り 、 流体の品質を監視でき ます。

不適切な使用、 あ るいは指定されている用途と は異なる使用に対し ては、 操作上の安全を保証い
た し ません。 弊社は誤用または指定外の使用に起因する損害にはなんら責任を負いません。

1.2 取付、 設定および操作

以下の点に注意し て く ださい。
 本機器の設置、 電気配線、 設定、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受けた作業員

のみが行って く ださい。 作業員は、 事前に取扱説明書を熟知し理解し ている必要があ り ます。
 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ

い。 本取扱説明書の指示は必ず守って く ださい。
 特殊な流体 （洗浄液を含む） について、 弊社はお客様が接液部の科学的耐性を調べる際にサ

ポー ト いた し ます。 ただし、 プロセス中の温度、 濃度、 汚染度が少し変わる と、 耐腐食性が
変化する可能性があ り ます。 従って、 特定の用途での接液部の耐腐食性に対し、 弊社は保証
や責任を負いかねます。 流体に接する部分は、 お客様の責任において腐食に耐え る材質を選
定し て く ださい。

 配管で溶接作業を行 う 場合、 流量計を介し て溶接機器を接地し ないで く ださ い。

 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。 特殊な保護措置 （SELV ： 安全特別低電圧や PELV ： 保護特別低電圧等） を講じ てい
る場合を除いて、 変換器を設置する必要があ り ます。

 電気機器の運用、 メ ンテナン ス、 および修理については、 該当する法規に必ず従って く ださ

い。 計測機器に関する特別な注意事項については、 本書の該当する項を参照し て く ださ い。

1.3 操作上の安全性

以下の点に注意し て く ださい。
 本機器は、 EN 61010、 IEC/ EN 61326 の EMC 要件、 および NAMUR 推奨基準 NE 21 と  NE 43

に準拠し た一般安全要件に適合し ています。
 計測チューブ内を高温の流体が通過する と、 ハウジングの表面温度が上昇し ます。 特にセン

サは、 流体温度と ほぼ同じ温度になる と想定し て く ださ い。 流体の温度が高い場合は、 作業
員が火傷を負わないよ う に十分な保護対策を と って く ださ い。

 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 お近 く の弊社営

業所 ・ サービ スが、 本取扱説明書に関する最新の情報および更新内容を提供し ます。
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1.4 返却

弊社へ修理や校正のために流量計を返却する場合は、 事前に以下の手続き を し て く ださい。
 必要事項を記入し た 「洗浄証明書」 を必ず同封し て く ださ い。 こ の書類が同封されていない

場合、 弊社は、 返却される機器を運搬、 検査、 および修理する こ と ができ ません。

!注意 ! 
「洗浄証明書」 は本マニュ アルの巻頭に添付されています。

 特別な取扱指示が必要であれば、 EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠し た安全データ シー ト

などを同封し て く ださい。
 すべての残留物は除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ るシールおよびすき まの溝に

は十分注意し て く ださい。 その残留物質が健康に被害を与え る もの、 た と えば、 可燃性や毒
性、 腐食性あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には特に重要です。

# 危険 ! 
 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えばその物質が溝に浸透し

ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る場合、 機器は返却し な
いで く ださい。

 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持

者 / 操作員が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工場
か ら出荷されます。 機器は、 EN 61010-1 の 「計測、 制御、 実験処理用の電気機器のための保護  
基準」 に準拠し ています。 ただし、 機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、 危険
にな る可能性があ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示にご注意 く ださい。

# 危険 ! 
" 危険 " は、 正確に実行し ない と、 損傷あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性があ る行為あ
るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
" 警告 " は、 正確に実行し ない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を引き起こす可能性のあ る
行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 ! 
" 注意 " は、 正確に実行し ない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し
ない反応を引き起こす可能性があ る行為あ るいは手順を示し ています。
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2 機器名称

2.1 機器名称

本流量計の構成は以下の通 り です。

 変換器 ： プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91

 センサ ： プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W

ク ラ ンプオンバージ ョ ン （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）
ク ラ ンプオンバージ ョ ン （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"）

2.1.1 変換器の銘板

a0005873

図 1: " プロ ソニ ッ ク フ ロー 91" 変換器の仕様銘板 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 電源、 周波数、 消費電力

3 利用可能な出力 ：

I-OUT （HART） ： 電流出力 （HART）

PULSE-OUT ： パルス / ステータ ス出力

4 機器バージ ョ ン （認定、 認証） に関する補足情報表示用スペース

5 許容周囲温度範囲

6 保護等級
7 取扱説明書の指示を守って く ださい。

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

XXXXX-XXXXXXXXXXXX

12345678901

ABCDEFGHJKLMNPQRST

I-OUT (HART), f-OUT

IP67 / NEMA/Type4X

i

-25°C(-13°F)<Tamb>+60°C(+140°F)

Prosonic Flow 91

Ta+10°C/18°F

85-250VAC

50-60Hz 12VA

1

2

3

5

6

4
7

N12895

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

XXXXX-XXXXXXXXXXXX

12345678901

ABCDEFGHJKLMNPQRST

I-OUT (HART), f-OUT

IP67 / NEMA/Type4X

i

-25°C(-13°F)<Tamb>+60°C(+140°F)

Prosonic Flow 91

Ta+10°C/18°F

85-250VAC

50-60Hz 12VA

1

2

3

5

6

4
7

N12895
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2.1.2 センサの銘板

a0005874

図 2: " プロ ソニ ッ ク フ ロー W" センサの仕様銘板 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 センサタ イプ

3 センサタ イプの推奨動作範囲

4 流体温度範囲

5 特注品の情報表示用スペース

6 取扱説明書の指示を守って く ださい。

7 機器バージ ョ ン （認定、 認証） に関する補足情報表示用スペース

8 保護等級
9 許容周囲温度範囲

2.1.3 接続の銘板 

a0005394

図 3: 変換器の型式銘板 （例）
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2.2 認証、 認定

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に健全なエンジニア リ ングの実践によ って設計され、 テ
ス ト されて 安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。 機器は、 EN 61010-1 の " 計測、 制    
御、 実験処理用の電気機器のための保護基準 " および IEC/EN 61326 の EMC 指令に準拠し てい     
ます。
本取扱説明書に記載されている シ ス テム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し ています。 
エン ド レ スハウザーは、 CE マーク を機器上に表示する こ と によ り 、 また CE 適合宣言の発行に   
よ り これを保証いた し ます。
本機器は、 豪州通信庁 （ACA） の EMC 要件に準拠し ています。

2.3 登録商標

HART®

HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標です。

HistoROM™、 T-DAT™、 FieldCare®、 Field Xpert™、 フ ィ ール ド チェ ッ ク ®、 アプ リ ケータ ®

Endress+Hauser Flowtec AG, Reinach, CH の登録商標または登録申請中の商標です。
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3 設置

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。
 梱包と中身の損傷有無を確認し て く ださ い。

 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の範囲で商品が供給されている こ と を確認

し て く ださい。

3.1.2 運搬

本機器を計測点に運搬する と きは、 納品時の梱包箱に入れて運搬し て く ださい。

3.1.3 保管

以下の点に注意し て く ださい。
 機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださい。

弊社出荷時の梱包が最適です。

 保管温度は、 変換器、 計測センサおよびそれらに付随するセンサケーブルに適し た周囲温度

にし て く ださい。 → 72 ページ

 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を超え る こ と がないよ う に直射日光にさ ら さ な

いよ う にし て く ださい。
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3.2 設置条件

3.2.1 設置寸法

センサおよび変換器の寸法、 長さ に関し ては、 「技術仕様書」 を参照し て く だ さ い。 技術仕様書
は、www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。入手可能な 「技術仕様書」   
リ ス ト は、 「資料番号」 （→ 74 ページ） にあ り ます。

3.2.2 取付位置

計測を正確に行 う には、 管内が充填されている必要があ り ます。 以下のよ う な場所へは設置し な
いで く ださい。
 配管の最も高い位置。 空気が溜ま る恐れがあ り ます。

 下方向の配管において、 排出口の直前の位置。

a0001103

図 4: 取付位置
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3.2.3 取付方向

垂直取付

計測流体が下から上に流れる垂直取付を推奨し ます （図 A） 。 垂直取付位置では、 流体停止中に 
固形分は沈降し、 ガスはセンサよ り 上方へ抜けます。 配管内の液体を完全に排出でき、 スケール
の付着を防ぐ こ と ができ ます。

水平取付

水平取付位置 （図 B） の推奨取付範囲内の取付範囲内の取付け位置では、 配管内部の上側にガス
および空気が溜ま って も、 また、 配管の下側にスケールが付着し て も、 計測にあま り 影響を及ぼ
し ません。

A0001105

図 5: 取付方向

A 計測流体が下から上に流れる推奨取付方向

B 水平取付時の推奨取付範囲
C 推奨取付範囲 ： 最大 120°

3.2.4 上流側 / 下流側直管長

センサはバルブ、 T 継手、 エルボなどから な るべ く 遠ざけて取 り 付けて く ださい。 ス ムーズな流 
れを乱すおそれのあ る部材を取付ける場合は、上流側 / 下流側直管長の最長部分に取 り 付けて く   
ださい。 十分な計測精度を得る ために、 上流側と下流側の直管長について、 以下の要件に従って
く ださい。

A0013079

図 6: 上流側 / 下流側直管長 （上面図）

1 バルブ （2/3 オープン）

2 ポンプ
3 2 箇所の曲が り 部

A

B

C C

1

2

3

� 15 x DN � 3 x DN

� 20 x DN

� 15 x DN

� 20 x DN
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3.2.5 センサの選択および配置

 センサは以下の 2 通 り の方法で配置する こ と ができ ます。
 1 回の送波で計測する取付配置 （1 ト ラバース） ： センサを管の両側に配置し ます。

 2 回の送波で計測する取付配置 （2 ト ラバース） ： センサを管の同じ側に配置し ます。

A0005728

図 7: センサ取付配置 （上面図）

1 1 回の送波で計測する取付位置 （1 ト ラバース）
2 2 回の送波で計測する取付位置 （2 ト ラバース）

推奨取付タ イプ

必要な ト ラバースの数は、 センサタ イプ、 呼び口径、 および管厚によ って決ま り ます。 使用条件
によ って適し た取付タ イプは次の通 り です。

1 2

センサタイプ 呼び口径 センサの周波数 センサ ID 取付タイプ 1)

プロ ソ ニ ッ ク 

フ ロー W

15 ～ 65 A （½" ～ 2½"） 6 MHz W-CL-6F ト ラバース数 2 2)

80 A （3"） 2 MHz W-CL-2F ト ラバース数 2

100 ～ 300 A （4" ～ 12"）
2 MHz 

（または 1 MHz）

W-CL-1F

W-CL-2F
ト ラバース数 2 2)

300 ～ 600 A （12" ～ 24"）
1 MHz 

（または 2 MHz）

W-CL-1F

W-CL-2F
ト ラバース数 2 2)

650 ～ 4000 A （26" ～ 160"）
1 MHz 

（または 0.5 MHz）

W-CL-1F

W-CL-05F
ト ラバース数 1 2)

1) 原則と し て ク ラ ンプオン型センサでは、 ト ラバース数 2 の取付けをお奨めし ます。 こ の方法では、 簡単

で適切な取付けが可能です。 但し設置条件によ っては、 ト ラバース数 1 の取付けが適し ている場合も あ り

ます。

これらには以下のよ う な場合が該当し ます。

 管厚 > 4 mm （0.16"） のプラ スチ ッ ク配管

 ラ イ ニング付きの管

 音波を極度に減衰させる流体

2) GRP*) などの樹脂素材の配管については、 0.5 MHz のセンサもお奨めし ます。 ラ イ ニング付き管、 壁厚 > 

10 mm の管、 または音波の減衰が大きい流体について も推奨でき る場合があ り ます。 また これらのアプ リ

ケーシ ョ ンについては、 原則と し て ト ラバース数 1 の構成で W 型のセンサを取付ける こ と をお奨めし ま

す。

3) 流速  10m/s （32.8 Hz/s） のアプ リ ケーシ ョ ンについては、 6 MHz のセンサをお奨めし ます。
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3.3 設置前の準備

計測ポイ ン ト 固有の条件 （例えばク ラ ンプオン、 ト ラバース数、 流体など） に応じ て、 実際にセ 
ンサを取 り 付ける前に、 準備をい く つか行 う 必要があ り ます。

1. 計測ポイ ン ト 固有の条件に基づいた、必要設置距離値の決定。 この値の決定する方法はい く
つかあ り ます。
- 現場での機器操作
- FieldCare （操作プロ グ ラ ム）。 ノ ー ト 型コ ンピ ュータ を変換器に接続し ます。
- アプ リ ケータ （ソ フ ト ウ ェ ア）。 エン ド レ スハウザー社のイ ン ターネ ッ ト サイ ト でオン ラ

イ ン入力。

2. センサ用のク ラ ンプオンホルダの組立準備 ：
- センサホルダ （15 ～ 65 A） を取 り 付けます。
- 締付けバン ド （50 ～ 200 A または 250 ～ 4000 A） をあ らかじめ取付けておき ます。
- 溶接ス タ ッ ド を固定し ます。

3.4 必要設置距離の決定

以下の要素によ って、 保持すべき設置距離が決ま り ます。
 センサタ イプ ： W （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"） または W （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）

 取付タ イプ ：

- ク ラ ンプオン ： 締付けバン ド または溶接ス タ ッ ド を使用し ます。
- 挿入 ： 配管内に設置し ます。

 ト ラバース数またはシングルパス / デュ アルパスバージ ョ ン

3.4.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） の設置距離

3.4.2 設置距離の決定

設置距離を決定するには、 以下のステ ッ プを行います。

1. 変換器を取 り 付けます。

2. 電源を接続し ます。

3. 機器に電源を供給し ます。

4. SENSOR SETUP （センサのセ ッ ト ア ッ プ） メ ニューを実行し ます。

50 ～ 4000 A （2" ～ 160"） 15 ～ 65 A

（½" ～ 2½"）

ク ラ ンプオン

締付けバン ド

ク ラ ンプオン

溶接ス タ ッ ド

ク ラ ンプオン

締付けバン ド

ト ラバース数 1 ト ラバース数 2 ト ラバース数 1 ト ラバース数 2 ト ラバース数 2

SENSOR DISTANCE

（センサの間隔）

SENSOR DISTANCE

（センサの間隔）

SENSOR DISTANCE

（センサの間隔）

SENSOR DISTANCE

（センサの間隔）

SENSOR DISTANCE

（センサの間隔）

WIRE LENGTH

（ワ イ ヤの長さ）

POSITION SENSOR

（センサの位置）

WIRE LENGTH

（ワ イヤの長さ）

POSITION SENSOR

（センサの位置）

-
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3.5 機器の準備

センサを固定する方法は、 配管の呼び口径と センサタ イプに応じ て異な り ます。 また、 センサタ
イプに応じ て、 センサの固定に、 後から取外しが可能な締付けバン ド やネジを使用する こ と や、
あ るいは永続的に固定する場合は、 溶接ス タ ッ ドや溶接の固定器具を使用する こ と も でき ます。
各種センサの固定方法の概要を以下に示し ます。

3.5.1 U ボル ト によるセンサホルダの取付け （小さい呼び口径）

取付配管 ： 呼び口径  32 A （1¼"）
センサ ： プロ ソ ニ ッ ク フ ロー （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）

手順

1. センサをセンサホルダから取 り 外し ます。

2. センサホルダを配管に配置し ます。

3. U ボル ト をセンサホルダに取 り 付けて、 ネジ山に少し注油し ます。

4. U ボル ト にナッ ト を取 り 付けます。

5. ホルダを適切な位置に設定し て、 ナッ ト を均等に締め付けます。

#危険 ! 

U ボル ト のナッ ト を強 く 締め付けすぎ る と、 プラ スチッ ク配管 / ガ ラ ス配管が破損する可
能性があ り ます。 プラ スチッ ク配管またはガ ラ ス配管を使用する場合は、 センサの反対側
に金属製の半割管を使用する こ と をお奨めし ます。

!注意 ! 

良好な接触を確保するには、 配管の表面 (A) を滑らかにし てお く 必要があ り ます。

A0011524

図 8: U ボル ト によるプロ ソニ ッ ク フ ロー - センサホルダ （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"） の取付け

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー

測定レ ンジ 配管の呼び口径 固定方法

91W 15 ～ 65 A 

（½" ～ 2½"）

呼び口径  32 （1¼"） センサホルダ （U ボル ト を使用） 

（小さい呼び口径）

 

→15ページ

呼び口径  32 （1¼"） センサホルダ （締付けバン ド を使用）

（小さい呼び口径）

 

→16ページ

91W 50 ～ 4000 A 

（2" ～ 160"）

呼び口径  200 （8"） 締付けバン ド 

（中間の呼び口径）

 

→16ページ

溶接ス タ ッ ド →14ページ

呼び口径  200 （8"） 締付けバン ド 

（大きい呼び口径）

 

→18ページ

溶接ス タ ッ ド →14ページ

A
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3.5.2 締付けバン ド によるセンサホルダの取付け （小さい呼び口径）

取付配管 ： 呼び口径  32 A （1¼"）

センサ ：
 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）

手順

1. センサをセンサホルダから取 り 外し ます。

2. センサホルダを配管に配置し ます。

3. センサホルダおよび配管に締付けバン ド をねじれないよ う に巻き付けます。

4. 締付けバン ド を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじ を押し上げます）。

5. 手で締付けバン ド をでき るだけ強 く 締め付けます。

6. センサホルダを適切な位置に設定し ます。

7. バン ドねじ を押し下げて、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

8. 必要に応じ て、 締付けバン ド を短 く し て、 先端を切 り 取 り ます。

#危険 ! 

怪我をする恐れがあ り ます。先端が鋭 く な ら ないよ う に、 締付けバン ド の長さ を調節し てか
ら先端を切 り 取って く ださい。

A0011525

図 9: センサホルダの配置と締付けバン ドの取付け

! 注意 ! 
良好な接触を確保するには、 配管の表面 (A) を滑らかにし てお く 必要があ り ます。

A0011526

図 10: 締付けバン ドのバン ドねじの締付け
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3.5.3 締付けバン ドの事前取付け （中間の呼び口径）

取付配管 ： 呼び口径  200 A （8"）

センサ ：
 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"）

手順

1 本目の締付けバン ド

1. 取付ボル ト を締付けバン ド にはめ込みます。

2. 配管に締付けバン ド をねじれないよ う に巻き付けます。

3. 締付けバン ド の先端を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじ を押し上げます）。

4. 手で締付けバン ド をでき るだけ強 く 締め付けます。

5. 締付けバン ド を適切な位置に設定し ます。

6. バン ドねじ を押し下げて、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

2 本目の締付けバン ド

7. 1 本目の締付けバン ド と同様の手順を行います （手順 1 ～ 7）。 ただし、 2 本目の締付けバン     
ド は強 く 締め付けないで く ださい。最終的な位置合わせのために、締付けバン ド を移動でき
る よ う にし てお く 必要があ り ます。

両方の締付けバン ド

8. 必要に応じ て、 締付けバン ド を短 く し て、 先端を切 り 取 り ます。

#危険 ! 

怪我をする恐れがあ り ます。先端が鋭 く な ら ないよ う に、締付けバン ド の長さ を調節し てか
ら先端を切 り 取って く ださい。

A0001109

図 11: 締付けバン ドの事前取付け ： 配管の呼び口径  200 A （8"）

1 取付ボル ト

2 締付けバン ド
3 バン ドねじ

1

2

3
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3.5.4 締付けバン ドの事前取付け （大きい呼び口径）

取付配管 ： 呼び口径  600 A （24"）

センサ ：
 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"）

手順

1. 配管の円周を計測し ます。

2. 締付けバン ド を配管の円周よ り  +32 cm （12.6 inch） だけ長 く し てから、 切断し て く ださい。

#危険 ! 

怪我をする恐れがあ り ます。先端が鋭 く な ら ないよ う に、 締付けバン ド の長さ を調節し てか
ら先端を切 り 取って く ださい。

1 本目の締付けバン ド

3. 取付ボル ト を締付けバン ド にはめ込みます。

4. 配管に締付けバン ド をねじれないよ う に巻き付けます。

5. 締付けバン ド の先端を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじ を押し上げます）。

6. 手で締付けバン ド をでき るだけ強 く 締め付けます。

7. 締付けバン ド を適切な位置に設定し ます。

8. バン ドねじ を押し下げて、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

2 本目の締付けバン ド

9. 1 本目の締付けバン ド と同様の手順を行います （手順 3 ～ 8）。 ただし、 2 本目の締付けバン     
ド は強 く 締め付けないで く ださい。最終的な位置合わせのために、 締付けバン ド を移動でき
る よ う にし てお く 必要があ り ます。

A0015461

図 12: 締付けバン ドの事前取付け ： 配管の呼び口径 > 600 A （24"）

1 ガイ ド付き取付ボル ト *

2 締付けバン ド *

3 バン ドねじ

* 取付ボル ト と締付けバン ド ロ ッ ク の間には、 500 mm （20 in） 以上の距離を確保し て く だ さい。

3.

�
500 m

m (2
0 in

)
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3.6 プロ ソニ ッ ク フ ロー W センサの取付け

3.6.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー W の取付け （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）

センサの取付け

前提条件

 設置距離 （センサ距離） を把握し ている こ と→ 14 ページ

 センサホルダが取付済みであ る こ と→ 15 ページ

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
 センサ （アダプタ ケーブルを含む）

 変換器を接続する ための接続ケーブル

 センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤

手順

1. 決定し たセンサ距離の値に基づいて、 センサ間の距離を設定し ます。 
センサを少し押し下げて移動し ます。

A0011529

図 13: センサ距離の値に基づいたセンサ間の距離の設定

a センサ距離

b センサの接触表面

2. センサの接触表面をカ ッ プ リ ング剤で均一にコーテ ィ ング し ます 
（厚さ約 0.5 ～ 1 mm/ 0.02" ～ 0.04"）。

3. センサハウジングをセンサホルダに取付けます。

! 注意 ! 
 カ ッ プ リ ング剤が厚 く な ら ないよ う にし て く ださい。

 センサを配管から取 り 外し た場合、 洗浄後、 カ ッ プ リ ング剤を再び塗布し て く ださ い。

A0011527

図 14: センサハウジングの取付け

a

b
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4. センサハウジングをブラ ケ ッ ト で固定し ます。

!注意 ! 

- 必要に応じ て、 ホルダ と センサハウジングをねじ / ナッ ト または 
シール （付属品には含まれません） で固定し て く ださい。

- ブラ ケ ッ ト の取外しには、 補助工具を使用する必要があ り ます。

A0011528

図 15: センサハウジングの固定

5. 接続ケーブルをアダプタ ケーブルに接続し ます。

これで取付手順が完了し ます。 こ の接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と がで
き ます→ 27 ページ。
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3.6.2 プロ ソニ ッ ク フ ロー W の取付け （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"）

1 ト ラバースで計測する場合の取付け （600 ～ 4000 A/ 24" ～ 160"）

前提条件

 設置距離 （センサ距離と ワ イヤの長さ） が分かっている こ と→ 14 ページ。

 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 16 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む） 

（取付済みであ る こ と→ 16 ページ）
 測長用ワ イヤ 2 本 （締付けバン ド を位置決めするためのワ イヤ ラ グ と固定具をそれぞれ備え

る）
 センサホルダ 2 個

 センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤

 センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

手順

1. 測長用ワ イヤ 2 本を準備し ます。
- ワ イヤ ラ グ と固定具を、 その離間距離がワ イヤの長さ (SL) と一致する よ う に並べます。
- 固定具を測長用ワ イヤにねじ止めし ます。

A0001112

図 16: ワイヤの長さ (SL) に相当する距離にある固定具 (a) とワイヤラグ (b)

2. 1 本目の測長用ワ イヤ ：
- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に時計回りに通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。

3. 2 本目の測長用ワ イヤ ：
- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に反時計回りに通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。

4. 動かせる方の締付けバン ド （ と取付ボル ト ） をつかみ、 両方の測長用ワ イヤに均等に張力が
かかる まで位置を動かし、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

A0001113

図 17: 締付けバン ドの配置 （ステ ッ プ 2 ～ 4）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

SL
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5. 測長用ワ イヤ固定具のねじ を緩め、 測長用ワ イヤを取付ボル ト から取 り 外し ます。

6. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

A0001114

図 18: センサホルダの取付

7. センサの接触表面を、溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコーテ ィ
ング し ます （厚さ約 1 mm （0.04"））。

! 注意 ! 
 カ ッ プ リ ング剤が厚 く な ら ないよ う にし て く ださ い。

 センサを配管から取 り 外し た場合、 洗浄後、 カ ッ プ リ ング剤を再び塗布し て く ださい。

 表面が粗い配管を使用する場合 （GRP 配管など）、 表面の凹凸が均一に埋められている こ と を

確認し て く ださい。 十分な量のカ ッ プ リ ング剤を塗布し て く ださ い。

A0011373

図 19: センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

8. センサをセンサホルダに挿入し ます。

9. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （▲ / ▼ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

10. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。
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A0001115

図 20: センサの取付と、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 こ の接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と がで
き ます→ 27 ページ。

2 ト ラバースで計測する場合の取付け （50 ～ 600 A/ 2" ～ 24"）

前提条件

 設置距離 （センサの位置） を把握し ている こ と→ 14 ページ

 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 16 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む） 

（取付済みであ る こ と→ 16 ページ）
 締付けバン ド を配置する ための取付レール 1 本

 取付レール固定器具 2 個

 センサホルダ 2 個

 センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤

 センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

取付レール と POSITION SENSOR （センサの位置） 設置距離

取付レールには孔の列が 2 列あ り ます。 一方の列の孔には文字が示され、 も う 一方の列の孔には  
数字が示されています。 決定された POSITION SENSOR （センサの位置） 設置距離値は、 文字と  
数値で構成されます。
特定の文字と数値で示された孔を、 締付けバン ド の位置決めに使用し ます。

手順

1. 取付レールを利用し て締付けバン ド を位置決めし ます。
- 取付レールを、 その POSITION SENSOR （センサの位置） から読み取った文字が示されて

いる孔に、 定位置に固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を通し て、 ス ラ イ ド
させます。

- 動かせる方の締付けバン ド の位置を決め、 取付レールを、 その POSITION SENSOR （セン
サの位置） からから読み取った数字が示されている孔に、 取付ボル ト を通し てス ラ イ ド
させます。
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 A0001116 

図 21: 取付レールに基づいた距離の決定 （例、 POSITION SENSOR （センサの位置） G22）

2. 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

3. 取付レールを取付ボル ト から取 り 外し ます。

4. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

 A0001117 

図 22: センサの取付け

5. センサの接触表面を、溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコーテ ィ
ング し ます （厚さ約 1 mm （0.04"））。

! 注意 ! 
 カ ッ プ リ ング剤が厚 く な ら ないよ う にし て く ださ い。

 センサを配管から取 り 外し た場合、 洗浄後、 カ ッ プ リ ング剤を再び塗布し て く ださい。

 表面が粗い配管を使用する場合 （GRP 配管など）、 表面の凹凸が均一に埋められている こ と を

確認し て く ださい。 十分な量のカ ッ プ リ ング剤を塗布し て く ださ い。

A0011373

図 23: センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

6. センサをセンサホルダに挿入し ます。

7. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。
- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （▲ / ▼ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

8. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

G

22
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A0011376

図 24: 接続ケーブルの接続

これで取付手順が完了し ます。 こ の接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と がで
き ます→ 30 ページ。

表示部のないバージ ョ ンへの現場指示計の取付け

次の手順で、 現場指示計がない機器に、 一時的に現場指示計を取 り 付ける こ と ができ ます。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを取 り 外し ます。

3. 現場指示計を取 り 付けます。

4. 電源ス イ ッチを入れます。

現場指示計の向きの調整

1. 変換器ハウジングから電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを取 り 外し ます。

2. 変換器の保持レールから表示モジュールを取 り 外し ます。

3. デ ィ スプレ イ を適切な位置まで回転させます （各方向最大 4 x 45 度回転）。

4. デ ィ スプレ イ を保持レールに戻し ます。

5. 電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを変換器ハウジングに戻し、 し っか り と ネジを締めます。

A0003237

図 25: 現場指示計の向きの調整

4 x 45°
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3.7 変換器の取付け

変換器は以下の方法で取 り 付ける こ と ができ ます。
 壁への取付

 配管への取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照→ 52 ページ）

" 警告 ! 
 取付位置では、 周囲温度が許容範囲 （-25 ～ +60 ℃ ; -13 ～ +140 °F） を超えないよ う にし て く

ださい。 直射日光は避けて設置し て く ださ い。
 配管の温度が高い場合は、 ハウジング温度が最大許容温度 +60 ℃ （+140 °F） を超えないよ う

にご注意 く ださい。

→ 図 26 の図のよ う に変換器を取付けます。

a0005819

図 26: 変換器の取付け

A 壁への取付け

B 配管への取付け

3.8 設置後の確認

本機器の設置後に、 次の事項を確認し て く ださい。
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Esc

E- +

A

Esc

E- +

B

80
(3.15)

1
7
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(6
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9
)

&185 ( 3.34)&
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機器状況と仕様 注記

機器にダ メ ージはないですか （外観検査） ？ -

プロセス温度 / 圧力、 周囲温度、 計測レ ンジなどが、 機器の計測点の 

仕様と 一致し ていますか？
→ 72 ページ

設置 注記

計測点 と それに対応する銘板は正しいですか （外観検査） ？ -

プロセス環境 / プロセス条件 注記

上流側 / 下流側直管長を遵守し ていますか？ → 12 ページ

変換器が、 湿気あ るいは直射日光か ら保護されていますか？ -



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 91 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 27

3.9 配線

3.10 プロ ソニ ッ ク フ ロー W の接続と接地 
（50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"） 単芯同軸ケーブル 2 本

3.10.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー W の接続

! 注意 ! 
センサ接続ケーブル （3 軸ケーブル） の外側シール ド は、 ケーブル接続端子 (A) によ って接地し   
ます。 正確な計測をするために、 この接地は不可欠です。

1. ケーブル接続端子 (A) のカバー (c) のネジを外し ます。 ゴムのシール (d) を取 り 外し ます。

2. センサ接続ケーブル (a、 b) をケーブル接続端子のカバーから挿入し ます。

3. センサ接続ケーブルを個々に、 ケーブル接地ホルダ (g) の接地デ ィ ス ク から端子箱に挿入し  
ます。

4. センサ接続ケーブルのコネ ク タ を差し込みます。 
左側のセンサは上流 (a)、 右側のセンサは下流 (b)。 
コネ ク タ を正し く 差し込むと、 カチッ と音がし ます。

5. （ド ラ イバーなどを使用し て） サイ ド ス リ ッ ト に沿ってゴムシール (d) を広げ、 ケーブルを  
適切な位置に固定し ます。 センサ ケーブルのス リ ーブが接地デ ィ ス ク に当た る まで、 ゴム 
シールをケーブル接地端子まで押し上げます。

6. ケーブル接地端子のカバー (c) を し っか り と閉めます。

7. 端子箱で、 2 本の接続ケーブルをホルダ (i) の適切な位置に固定し ます。

a0005843

図 27: 機器の接続

a, b センサ接続ケーブル

c ケーブルグ ラ ン ド カバー

d ゴムシール

e ケーブル保持ス リ ーブ

f 固定デ ィ ス ク

g ケーブルグ ラ ン ド ホルダ

h シール
i ケーブルホルダ
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3.10.2 プロ ソニ ッ ク フ ロー W の接続と接地 
（15 ～ 65 A/½" ～ 2½"） 多芯ケーブル

15 ～ 65 A （½" ～ 2½"） のプロ ソ ニ ッ ク フ ロー W は、 ケーブルグ ラ ン ド で接地されます。

a0015587

図 28: 機器の接続と接地

1 ケーブルシース

2 裸線の編組遮へい （事前に準備する）

3 ゴムのグ ロ メ ッ ト

4 接地用の内部接点 （外部か らの検査は不可）

5 ケーブルグ ラ ン ド

6 ケーブルグ ラ ン ド カバー
7 接地機構

手順

1. ケーブルグ ラ ン ド (5) を変換器ハウ ジングにねじ込みます。

2. センサ接続ケーブルをケーブルグ ラ ン ド カバー (6) から挿入し ます。

3. センサ接続ケーブルを変換器ハウジング内に通し ます。 
ゴムのグ ロ メ ッ ト の外端をケーブルグ ラ ン ド / 接地機構の端に合わせます。 これによ り 、電 
線管接続口が a) 締ま り 、 b) ケーブルが変換器ハウ ジングの内部接点 (4) で適切に接地され     
ます。 
外部から検査でき ないため、 こ の手順を遵守し て く ださ い。

4. ケーブルグ ラ ン ド カバーを時計回 り に回し て、 ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

! 注意 ! 
赤色のマーク が付いたケーブルはセンサの 「上方」 、 青色のマークが付いたケーブルはセンサの
「下方」 を示し ます。

! 注意 ! 
ケーブルグ ラ ン ド をケーブルから取 り 外すには、ケーブルグ ラ ン ド カバーを取 り 外し ます。次に、
接地機構 (7) をプラ イヤーで リ ト ラ ク ト し ます。 機構の リ ト ラ ク ト には、 強い力は必要あ り ませ  
ん （力を入れすぎ る と遮へいが破損する場合があ り ます） 。 必要に応じ て、 ケーブルグ ラ ン ド を
時計回 り に回し、接地機構を前方に押し て、接地機構の内部フ ッ ク を ロ ッ ク位置から解除し ます。
ケーブルグ ラ ン ド カバーを再び取 り 外し ます。 次に、 も う 一度、 プラ イヤーで リ ト ラ ク ト し てみ
て く ださい。

40 mm

15 mm

1

2
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5

3
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a0005875

図 29: センサ接続ケーブルの銘板

3.10.3 ケーブル仕様

センサケーブル
 各センサの組について、 弊社提供のケーブルを使用し て く ださ い。

 以下のケーブル長が用意されています。

- 5 m、 10 m、 15 m、 30 m、 60 m
- 16 ft、 33 ft、 49 ft、 98 ft、 197 ft

 ケーブルの材質 ： 

PVC （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"） 
TPE-V （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"）

 周囲温度 ： -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

深刻な電磁 ノ イ ズの影響を受ける環境での使用
本機器は、EN 61010-1、IEC/EN 61326 の EMC 要件 「ク ラ ス A の電磁放射要件」、および NAMUR        
推奨基準 NE 21 に準拠し た一般安全要件に適合し ています。
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3.11 機器の配線

3.11.1 変換器

# 危険 ! 
 感電の危険性があ り ます。

本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されている間は、 機器の設置あ るいは
配線を行わないで く ださい。 こ の予防措置を怠る と、 電子部品が損傷し て修理でき な く なる可
能性があ り ます。

 感電の危険性があ り ます。

電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子にアース接続し て く ださ い。
 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。

電気機器の設置に関し ては国内の規則にも従って く ださ い。
 全回路保護システムに変換器を含めて く ださ い。

1. 変換器ハウジングから電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを取 り 外し ます。

2. 脇のラ ッ チを押し て、 端子箱のカバーを押し下げます。

3. 適切な電線接続口に電源ケーブル と信号ケーブルを挿入し ます。

4. 変換器ハウジングから ター ミ ナルコネ ク タ を外し、電源ケーブル と信号ケーブルを接続し ま
す。
- 配線図 → 図 30
- 端子の割当→ 31 ページ

5. ター ミ ナルコネ ク タ を変換器ハウジングに差し込みます。

!注意 ! 
コネ ク タには端子番号がついているので、 間違える こ と はあ り ません。

6. 接地ケーブルを接地端子に固定し ます。

7. 端子箱のカバーを元に戻し ます。

8. 変換器ハウジングに電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーをネジ止めし ます。

a0005838

図 30: 変換器の接続 （アル ミ フ ィ ールドハウジング） 

ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2 （AWG 13）

a 電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバー

b 電源ケーブル ： AC 85 ～ 250 V、 DC 11 ～ 40 V、 AC 20 ～ 28 V

c 電源ケーブルの接地端子

d 電源用ター ミ ナルコネ ク タ ： No. 1-2 → 31 ページ （端子の割当）

e 信号ケーブル

f 接地端子 （信号ケーブル用）

g 信号ケーブル用ター ミ ナルコネ ク タ ： No. 24-27 → 31 ページ （端子の割当）

h サービ ス コネ ク タ
i 接地端子 （電位平衡用）
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3.11.2 端子の割当

! 注意 ! 
出力および電源の適用値 → 67 ページ

3.11.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。
 端子 26 (+) と  27 () によ り 変換器に直接接続

 4 ～ 20 mA 回路を使用し て接続

 計測回路の最小負荷は、 250  以上でなければな り ません。

 機器の接続が完了し てから、 以下の設定を行って く ださ い。

- CURRENT SPAN （電流範囲） 機能  "4 ～ 20 mA HART"
- HART 上書き禁止のオン / オフ → 37 ページ

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーターの接続

HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20 ： 「HART 技術概要」 も参照し て く       
ださい。

a0005573

図 31: HART ハン ド ヘルド Field Xpert SFX100 の電気接続

1 HART ハン ドヘル ド Field Xpert SFX100

2 電源

3 シール ド
4 他の機器または PLC （パッ シブ入力）

操作ソフトウェアと PC の接続

PC と 操作ソ フ ト ウ ェ ア （例 ： "FieldCare"） を接続するには、 HART モデム （例 ： コ ミ ュ ボ ッ ク  
ス FXA195） が必要にな り ます。

a0005574

図 32: 操作ソ フ ト ウ ェ アを搭載した PC との接続

1 操作ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされている PC

2 他の評価機器または PLC （パッ シブ入力）

3 シール ド
4 HART モデム （コ ミ ュボ ッ ク ス FXA 195 など）

端子番号（配線図 → 図 30）

24 (+) 25 (-) 26 (+) 27 (-) 1 (L1/L+) 2 (N/L-)

パルス出力 HART 電流出力 電源

+26

� �250 – 27

1
3

4

2

+26

� �250 –27

RS 232

1

3
4

2
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3.12 電位平衡

電位平衡の処置は、 特に行 う 必要はあ り ません。

3.13 保護等級

変換器

変換器は、 保護等級 IP67 の要件をすべて満た し ています。 IP 67 保護を確実に維持する ために、    
現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て く ださい。
 ハウジングの溝にはめ込むシールが、 きれいでかつ損傷し ていないこ と。 必要に応じ て、

シールの乾燥、 洗浄または交換を実施し て く ださ い。
 ハウジングのすべてのネジ部品がし っか り 締ま っている こ と。

 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （→ 29 ページ）。

 電線管接続口を し っか り 固定し て く ださ い （→ 図 33）。

 使用し ない電線管接続口はすべて取 り 外し、 代 り にダ ミ ープラ グを差込んで く ださい。

 グ ロ メ ッ ト を電線管接続口から取 り 外さ ないよ う にし て く ださ い。

a0001138

図 33: 変換器ハウジングの電線管接続口の取付け

流量計測センサ W （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

流量計測センサ W は、 保護等級 IP 67 または IP 68 の要件をすべて満た し ています （保護等級の        
情報は、 センサの銘板をご覧 く ださい） 。 IP 67/68 を維持する ために、 現場での設置または メ ン  
テナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て く ださい。
 弊社が供給する専用ケーブルを対応するセンサコネ ク タ と共に使用する こ と。

 シール溝に装着する ケーブルコネ ク タ シール (1) は、 きれいで乾燥し てお り 、 傷がないこ と。

状態に応じ て交換し て く ださい。
 コネ ク タ を差し込み、 ロ ッ ク が掛かる まで締める こ と。

a0001139

図 34: 保護等級 IP 67/68 でのセンサコネク タの取付け

1
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3.14 配線状況の確認

機器の電気配線が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 注記

ケーブルあ るいは機器に損傷がないか （外観検査） ？ -

電気配線 注記

電源電圧が銘板の仕様に適合し ているか？

 AC 85 ～ 250 V （50 ～ 60 Hz）

 AC 20 ～ 28 V （50 ～ 60 Hz）、

DC 10 ～ 40 V

ケーブルの仕様は正しいか？ → 29 ページ

ケーブルには適切な余裕があ るか？ -

ケーブルはタ イプ別に正確に分け られているか？

ケーブルに余分なた るみや交差がないか？
-

電源ケーブルおよび信号ケーブルが正確に接続されているか？
端子部分のカバーの内側にあ る

配線図を参照のこ と

すべてのネジ端子がし っか り と締められているか？ -

接地 / 電位平衡が適切に処理されているか？ → 32 ページ

取付け られたすべての電線管接続口は、 固定され密封されているか？ → 32 ページ

すべてのハウジングカバーが取 り 付け られ、 し っか り と締められてい

るか？
-
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4 操作

4.1 表示部および操作スイ ッ チ

設定済みのプロセス変数が現場指示計に示されます。
通常の計測操作において障害が発生し た と き、 あ るいは設定中には、 診断 メ ッ セージが画面に表
示されます。 診断 メ ッ セージは、 設定されているプロセス変数 と交互に表示されます。 診断 メ ッ 
セージの一覧 ： → 56 ページ
操作モード中の表示行の割当ては指定されています。 上段には体積流量が表示され、 下段には積
算計が表示されます （付録の機器機能を参照 → 75 ページ）。

a0001141

図 35: 表示部および操作ス イ ッ チ

1 液晶デ ィ スプレ イ

2 行表示の液晶デ ィ スプレ イには、 プロセス変数、 短いテキス ト 、 診断 メ ッ セージが表示されます。 

標準の測定モード中に表示される画面は、 ホーム画面 （運転モード表示） と 呼ばれます。

- 上段 ： 主要な計測値を表示。 体積流量 （[ml/min / fl.oz/min]） など

- 下段 ： その他のプロセス変数も し く はステータ ス変数を表示。 例えば、 積算値 [m3 / ft3]、 

タ グネームなど

- 設定中、 あ るいは通常の計測操作において障害が発生し た時など、 診断 メ ッ セージ と プロセス変数

が交互に表示されます。 

1 行目には F、 C、 S、 または M で始ま る診断コード が表示されます。 2 行目には診断 メ ッ セージが

短いテキス ト と し て表示されます。

2 プラ ス / マ イナスキー

- 数値の入力、 パラ メ ータの選択

- 機能マ ト リ ク ス内から各種機能グループを選択

下記の機能を始動させるには、 +/- キーを同時に押し ます。

- 機能マ ト リ ク ス を順次に終了 ｮ ホーム画面

- +/- キーを 3 秒以上押し続ける ｮ ホーム画面に直接戻る

- データ入力をキ ャ ンセル

3 Enter キー

- ホーム画面 ｮ  機能マ ト リ ク スに移動

- 入力し た数値や変更し た設定を保存

Esc

E+-

1

32

+48.25 xx/yy

+3702.6 x
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4.2 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 
 一般情報を参照し て く ださい。 → 36 ページ

 機能マ ト リ ク スの概要 → 75 ページ

 すべての機能の詳細 → 77 ページ

機能マ ト リ ク スは 2 つのレベルから構成されています （機能グループ と それに属する機能）。
グループは、 機器の操作項目の最上位に属し ています。 グループご と に多数の機能が割当て られ
ています。 機器を操作し た り パラ メ ータ を設定するには、 グループを選択し て個々の機能にア ク
セス し ます。

1. ホーム画面   F   機能マ ト リ ク スに移動し ます。

2. 機能グループを選択し ます （例 ： OPERATION （オペレーシ ョ ン））。

3. 機能を選択し ます （例 ： LANGUAGE （言語））。
パラ メ ータの変更 / 数値の入力 ：
P  ア ク セス コード、 パラ メ ータ、 あ るいは数値を選択または入力し ます。
F  入力を保存し ます。

4. 機能マ ト リ ク ス を終了し ます。
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける  ホーム画面に戻 り ます。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押す  順々にホーム画面に戻 り ます。

A0001142

図 36: 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ クス）
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4.2.1 一般的注意

基本設定 （→ 45 ページ） は、 変換器の基本機能の設定に適し ています。 複雑な計測操作への対
応が必要な場合は、 機能マ ト リ ク ス を使って追加機能を選択し ます。 し たがって、 機能マ ト リ ク
スには、 多数の追加機能が含まれますが、 簡潔化を図る ため、 これら をい く つかの機能グループ
に分類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
 → 35 ページに記載されている方法で機能を選択し て く ださい。

 特定の機能をオフにする こ と ができ ます （OFF （オフ））。 あ る機能をオフにする と、 それに

関連する、 他の機能グループに属し ている機能も表示されな く な り ます。
 機能によ っては入力データの確認が必要にな り ます。

P を押し て SURE [ YES ] （確認 [ はい ]) を選択し、 F を押し て再確認し ます。 これで、 新たな       
設定が保存される、 あ るいは機能が開始されます。

 5 分間キー操作を行わない と、 自動的にホーム画面に戻 り ます。

! 注意 ! 
 データの入力中でも、 変換器では計測が続行されます。 つま り 、 現在の計測値が信号出力か

ら通常どお り 出力されます。
 電源異常が発生し て も、 事前に設定されていた値と新たに設定し た値はすべて、 EEPROM に

安全に保存されます。

4.2.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スの操作はロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を ロ ッ クする と、 不注意に
よ る本機器の機能、 数値または設定値の変更を防止する こ と ができ ます。 設定を変更するには、
数値コード （初期設定値 = 91） を入力する必要があ り ます。
" プラ イベー ト コード " をア ク テ ィ ブにする と、 許可のない者のデータへのア ク セス を排除でき 
ます （ACCESS CODE （ア ク セス コード） 機能を参照。 → 81 ページ

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。
 プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている と きに、 いずれかの機能で P を押すと、 コード 入力画面

が自動的に表示されます。
 プラ イベー ト コード に "0" を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングが常に可能な状態にな り ます。

 プラ イベー ト コード を紛失し た場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださ い。

" 警告 ! 
あ る種のセンサ固有のパラ メ ータ を変更する と、 本機器の多 く の機能、 特に計測精度に影響を及
ぼし ます。
この種のパラ メ ータは変更し ないで く ださい。 ご質問があ り ま し た ら、 弊社サービ スにお問い合
わせ く ださい。

4.2.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

ホーム画面に自動的に戻った後、60 秒間キー操作を行なわない と、プロ グ ラ ミ ングモード は自動 
的にロ ッ ク されます。
このプロ グ ラ ミ ングは、ACCESS CODE （ア ク セス コード） 機能で任意の数値 （プラ イベー ト コー 
ド以外） を入力する と、 無効にな り ます。
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4.3 通信

現場操作に加えて、 HART 通信によ り 機器の設定および計測値の読込みを行 う こ と ができ ます。 
通信には、 4 ～ 20 mA の HART 電流出力を使用し ます。 → 31 ページ
HART 通信を使用し て計測データ と 機器データ を ＨART 通信用端末 と 本機器の間で転送する こ   
と によ り 、 機器の設定や診断を行 う こ と ができ ます。
HART 機器、 た と えば、 ハン ドヘル ド ター ミ ナルや FieldCare などには、 HART 対応機器の全情    
報ア ク セスするためのデバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンフ ァ イル （DD フ ァ イル） が必要と な り ます。 
これらのフ ァ イルを使用し て、 HART 機器内の全情報にア ク セス し ます。 通信は、 " コマン ド "  
と し て転送されます。 このコマン ド グループには以下の 3 つのグループがあ り ます。

 標準コマン ド （Universal commands） ：

すべての HART 機器は、 このコマン ド をサポー ト し ています。 
こ のコマン ド の機能は以下の通 り です。
- HART 機器の識別
- 計測値 （デジ タル） の読取 り （体積流量、 積算計など）

 共有コマン ド （Common practice commands） ：

すべてではあ り ませんが多数のフ ィ ール ド機器でサポー ト され、 各種の機能の実行を可能にす
る コマン ド です。

 機器特有のコマン ド （Device-specific commands） ：

HART の標準機能ではない、 各機器固有の機能にア ク セスするためのコマン ド です。 このコマ 
ン ド で、 個々のフ ィ ール ド機器情報 （空 / 満管調整値やローフ ローカ ッ ト オフ設定など） にア
ク セス し ます。

! 注意 ! 
本機器は、 3 つのコマン ドすべてにア ク セスでき ます。 標準コマン ド （Universal commands） およ  
び 共有コマン ド （Command practice commands） の全 リ ス ト は、→ 39 ページ に記載されています。

4.3.1 操作オプシ ョ ン

機器固有のコマン ド （Device-specific commands） を含めて機器を完全に操作するために DD フ ァ   
イルが存在し ます。 この DD フ ァ イルは以下の機器およびソ フ ト ウ ェ アで使用されます。

Field Xpert HART コミュニケーター
HART コ ミ ュニケーターで機能を選択する場合、多数の メ ニューレベルおよび特殊な HART 機能   
マ ト リ ク ス を使用する こ と にな り ます。 本機器の詳細については、 HART コ ミ ュニケーターに同 
梱されている HART マニュ アルを参照し て く ださい。

操作プログラム "FieldCare"
FieldCare は、エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプラ ン ト 資産管理ツールです。高度なフ ィ ー   
ル ド機器の設定、 自己診断を可能にし ます。 ステータ ス情報を使用し て、 簡単かつ効果的に機器
を監視でき ます。 プロ ラ イ ン流量計への接続は、 FXA291 など専用イ ン ターフ ェース を介し て行 
います。

操作プログラム "SIMATIC PDM"（シーメンス社製）
SIMATIC PDM は、 イ ンテ リ ジェ ン ト なフ ィ ール ド 機器の操作、 設定、 保守、 診断のための標準  
化ツールです。

操作プログラム "AMS"（エマソンプロセスマネジメント社製）
AMS （Asset Management Solutions） は、 機器の操作および設定のためのプロ グ ラ ムです。

! 注意 ! 
HART プロ ト コルに対し て、 CURRENT SPAN （電流範囲） 機能で、 "4 ～ 20 mA HART" または  
"4 ～ 20 mA （25 mA） HART" を設定する必要があ り ます。
HART 上書き禁止機能は、 I/O ボード のジ ャ ンパによ り オン / オフにでき ます。



操作 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 91

38 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4.3.2 操作プログラム用 DD フ ァ イル  

以下の表では、 該当する操作ツールに対応する DD フ ァ イルを説明し、 これらのフ ァ イルの入手 
先を示し ます。

! 注意 ! 
Fieldcheck テス タ / シ ミ ュ レータは、 現場で流量計をテス ト する ために使用し ます。 「FieldCare」  
ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ と 併せて使用する と、 テス ト 結果をデータベースにイ ンポー ト し た り 、
印刷し た り 、 公式証明書に利用する こ と ができ ます。 詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ
さい。

4.3.3 機器変数

機器変数 ：
次の機器変数が、 HART 通信で使用可能です。

プロセス変数 ：

プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割 り 当て られています ：
 一次プロセス変数 （PV）  VOLUME FLOW （体積流量）

 二次プロセス変数 （SV）  TOTALIZER （積算計）

有効な ソ フ ト ウ ェ ア ： V 1.01.XX
DEVICE SOFTWARE 

（デバイ ス ソ フ ト ウ ェア） 機能 

HART デバイスデータ： 

製造者 ID ：

機器 ID ： 

デバイ ス リ ビジ ョ ン ： 

DD リ ビジ ョ ン ：

 

11hex （ENDRESS+HAUSER）

62hex(98dec) 

1 

1




 MANUFACT ID （製造者 ID） 機能

DEVICE ID （機器 ID） 機能

ソフトウェアリリース： 02.2010

操作プログラム / デバイス 
ディスクリプション：

デバイス ディスクリプション / アップデート プログラムの 
入手先：

ハン ドヘル ド ター ミ ナル Field 

Xpert SFX100
ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターのア ッ プデー ト 機能を使用する

FieldCare/DTM

 www.endress.com ダウ ン ロード エ リ ア

 CD-ROM （エン ド レ スハウザー社注文番号 56004088）

 DVD （エン ド レ スハウザー社注文番号 70100690）

AMS www.endress.com ダウ ン ロード エ リ ア

SIMATIC PDM www.endress.com  ダウ ン ロード エ リ ア

テスタ / シミュレータ： DD ファイルの入手方法：

フ ィ ール ド チェ ッ ク
FieldCare で Fieldflash モジ ュールの流量計 FXA193/291 DTM を使用し

てア ッ プデー ト

ID（10 進法） 機器変数

0 オフ （割当てな し）

30 体積流量

250 積算計 1
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4.3.4 標準 / 共有 HART コ マン ド

以下の表に、 本機器でサポー ト されているすべての標準コマン ド を示し ます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

標準コマンド（Universal Commands）

0 個別の機器 ID の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 機器 ID には機器および製造者に関する情報が含ま

れています。 変更する こ と はでき ません。

レ スポン スは、 12 バイ ト の機器 ID で構成されます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID （例 ： 98 = プロ ソ

ニ ッ ク フ ロー 91）

- 3 バイ ト ： プ リ アンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器固有のコマン ド の改訂番号 

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9 ～ 11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロセス変数の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 1 ～ 4 バイ ト ： 一次プロセス変数

初期設定 ： 一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体

積流量）

! 注意 ! 

 コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機器

変数の割当てを設定または変更する こ と ができ ま

す。

 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

2 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 計測レ ンジのパーセ

ン ト 値と し て読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流値 （mA）

- 4 ～ 7 バイ ト ： 計測レ ンジのパーセン ト 値 

初期設定 ： 一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体

積流量）

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機器変

数の割当てを設定または変更する こ と ができ ます。

3 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 4 つのダ イナ ミ ッ ク

プロセス変数 （コマン ド 51 を

使用し て設定） と し て読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 24 バイ ト がレ スポン ス と し て送信されます ：

- 0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流値 （mA）

- 4 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 5 ～ 8 バイ ト ： 一次プロセス変数

- 9 バイ ト ： 二次プロセス変数の HART 単位コード

- 10 ～ 13 バイ ト ： 二次プロセス変数

- 14 バイ ト ： 三次プロセス変数の HART 単位コー

ド

- 15 ～ 18 バイ ト ： 三次プロセス変数

- 19 バイ ト ： 四次プロセス変数の HART 単位コー

ド

- 20 ～ 23 バイ ト ： 四次プロセス変数

初期設定 ：

 一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体積流量）

 二次プロセス変数 = TOTALIZER （積算計）

 三次プロセス変数 = SOUND VELOCITY （音速）

 四次プロセス変数 = FLOW VELOCITY （流速）

! 注意 ! 

 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。 
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6 HART シ ョ ー ト フ ォームア ド レ

スの設定

ア ク セス タ イプ = 書込み

0 バイ ト ： 要求ア ド レ ス （0 ～ 15）

初期設定 ： 0

! 注意 ! 

ア ド レ ス > 0 （マルチ ド ロ ッ プモード） で、 一

次プロセス変数の電流出力は、 4 mA にセ ッ ト

されます。

0 バイ ト ： 有効なア ド レ ス

11 タ グ （計測点を識別） を使用

し た固有の機器 ID の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

0 ～ 5 バイ ト ： タ グ 機器 ID には機器および製造者に関する情報が含ま

れています。 変更する こ と はでき ません。

示された タ グが機器に保存されている タ グ と 一致が

確認される場合、 応答は、 12 バイ ト の機器 ID で構

成されます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID （例 ： 98 = プロ ソ

ニ ッ ク フ ロー 91）

- 3 バイ ト ： プ リ アンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器固有のコマン ド の改訂番号 

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9 ～ 11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザー メ ッ セージの読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 0 ～ 24 バイ ト ： ユーザー メ ッ セージ

! 注意 ! 

コマン ド 17 を使用し て、 ユーザー メ ッ セージを書

き込むこ と ができ ます。

13 タ グ、 タ グの説明、 および日

付の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの説明

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

! 注意 ! 

コマン ド 18 を使用し て、 タ グ、 タ グの説明、 およ

び日付を書き込むこ と ができ ます。

14 一次プロセス変数上のセンサ

情報の読込み

な し - 0 ～ 2 バイ ト ： センサシ リ アル番号

- 3 バイ ト ： センサ リ ミ ッ ト と一次プロセス変数の

計測レ ンジの HART 単位コード

- 4 ～ 7 バイ ト ： 上限値

- 8 ～ 11 バイ ト ： 下限値

- 12 ～ 15 バイ ト ： 最小スパン

! 注意 ! 

 一次プロセス変数に関するデータ 

（= VOLUME FLOW （体積流量））

 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

 

 

 

 

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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15 一次プロセス変数の出力情報

の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 バイ ト ： ア ラームセレ ク シ ョ ン ID 

- 1 バイ ト ： 転送機能コード

- 2 バイ ト ： 一次プロセス変数の計測レ ンジを示す 

HART 単位コード

- 3 ～ 6 バイ ト ： 計測範囲の上限、 20 mA 値

- 7 ～ 10 バイ ト ： 計測範囲の下限、 4 mA 値

- 11 ～ 14 バイ ト ： ダンピング係数 [ 秒 ]

- 15 バイ ト ： 書込み禁止コード

- 16 バイ ト ： OEM 業者コード、 17 = E+H

初期設定 ： 一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体

積流量）

! 注意 ! 

 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

16 機器製造番号の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 0 ～ 2 バイ ト ： 製造番号

17 ユーザー メ ッ セージの書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

このパラ メ ーターには、 32 文字までの任意のテ

キス ト を保存でき ます。

0 ～ 23 バイ ト ： 希望するユーザー メ ッ セージ

機器内の最新のユーザー メ ッ セージを表示し ます。

0 ～ 23 バイ ト ： 機器内の最新のユーザー メ ッ セージ

18 タ グ、 タ グの説明、 および日

付の書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

このパラ メ ータで、 8 文字のタ グ、 16 文字のタ

グの説明、 および日付を保存する こ と ができ ま

す。

- 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの説明

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

機器内の最新の情報を表示し ます。

- 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの説明

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

19 機器製造番号の書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

 

 

 

0 ～ 2 バイ ト ： 製造番号 0 ～ 2 バイ ト ： 製造番号

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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以下の表に、 本機器でサポー ト されているすべての共有コ マン ド を示し ます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

共有コマンド（Common practice commands）

34 一次プロセス変数のダンピン

グ値の書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロセス変数のダンピング値

（秒）

初期設定 ：

一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体積流量）

機器内の最新のダンピング係数を表示し ます。

0 ～ 3 バイ ト ： ダンピング係数 （秒）

35 一次プロセス変数の計測レ ン

ジの書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

計測レ ンジの書込み

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コー

ド

- 1 ～ 4 バイ ト ： 計測レ ンジの上限、 20 mA 値

- 5 ～ 8 バイ ト ： 計測レ ンジの下限、 4 mA 値

初期設定 ：

一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体積流量）

! 注意 ! 

 HART 単位コード が、 プロセス変数に対し て正

し く ない場合、 機器の設定は最後の単位のま

ま継続されます。

応答と し て、 現在設定されている計測レ ンジが表

示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の計測レ ンジを示

す HART 単位コード

- 1 ～ 4 バイ ト ： 計測レ ンジの上限、 20 mA 値

- 5 ～ 8 バイ ト ： 計測レ ンジの下限、 4 mA 値

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

38 機器ステータ スの リ セ ッ ト  

" 構成の変更 "

ア ク セス タ イプ = 書込み

な し

! 注意 ! 

上書き禁止がオン （= ON （オン）） になっている

場合は、 こ の HART コマン ド も実行でき ます。

な し

40 一次プロセス変数の出力電流

のシ ミ ュ レーシ ョ ン

ア ク セス タ イプ = 書込み

一次プロセス変数の出力電流シ ミ ュ レーシ ョ ン。

入力値に 0 を入力する と 、 シ ミ ュ レーシ ョ ン

モード が終了し ます。

0 ～ 3 バイ ト ： 電流出力値 （mA）

初期設定 ：

一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体積流量）

応答と し て、 一次プロセス変数の瞬時電流値が表

示されます。

0 ～ 3 バイ ト ： 電流出力値 （mA）

42 マス ター リ セ ッ ト の実行

ア ク セス タ イプ = 書込み

な し な し

44 一次プロセス変数の単位の書

込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

一次プロセス変数の単位の設定 プロセス変数に

適合し た単位のみが機器で受け付け られます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

初期設定 ：

一次プロセス変数 = VOLUME FLOW （体積流量）

! 注意 ! 

 書き込まれた HART 単位コード が、 プロセス

変数に対し て正し く ない場合、 機器の設定は

最後の単位のま ま継続されます。

 一次プロマス変数の単位を変更し て も、 シス

テムの単位には影響あ り ません。

応答と し て、 一次プロセス変数の現在の単位コー

ド が表示されます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

48 拡張機器状態の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 応答と し て、 現在の機器のステータ スが、 拡張

フ ォームで表示されます。

コード ： 表を参照 → 44 ページ 
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50 4 つのプロセス変数に対する機

器変数の割当ての読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し プロセス変数の最新の変数割当てが表示されま

す。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数の機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数の機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数の機器変数コード

初期設定 ：

 一次プロセス変数 ： 

コード 30 （VOLUME FLOW （体積流量））

 二次プロセス変数 ： 

コード 250 （TOTALIZER （積算計））

 三次プロセス変数 ： 

コード 40 （SOUND VELOCITY （音速））

 四次プロセス変数 ： 

コード 49 （FLOW VELOCITY （流速））

53 機器変数単位の書込み

ア ク セス タ イプ = 書込み

このコマン ド は、 所定の機器変数の単位を設定し

ます。 機器変数に適し た単位のみが転送されま

す。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

サポー ト されている機器変数のコード ：

データ を参照 → 38 ページ

! 注意 ! 

 書き込まれた単位が機器変数に対し て正し く

ない場合、 機器の設定は最後の単位のま ま継

続されます。

 一次プロマス変数の単位を変更し て も、 シス

テムの単位には影響あ り ません。

応答と し て、 機器変数の現在の単位が表示されま

す。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表

されます。

59 応答 メ ッ セージにおけるプ リ

アンブル数の設定

ア ク セス タ イプ = 書込み

このパラ メ ータは、 応答 メ ッ セージに挿入されて

いるプ リ アンブル数を設定し ます。

バイ ト  0 ： プ リ アンブル数 （2 ～ 20）

 

 

 

 

 

 

 

応答と し て、 現在のプ リ アンブル数が応答 メ ッ

セージに表示されます。

0 バイ ト ： プ リ アンブル数

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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4.3.5 機器ステータ ス / 診断メ ッ セージ 

コマン ド "48" によ って、 拡張機器ステータ ス （最新の診断 メ ッ セージ） を見る こ と ができ ます。  
こ のコ マン ド では、 ビ ッ ト エン コー ド さ れた情報が送信さ れます （以下の表を参照し て く だ さ
い）。

! 注意 ! 
 機器ステータ ス / 診断 メ ッ セージ、 およびそれらの修正方法の詳細 → 56 ページ

 こ の表に記載されていないビ ッ ト と バイ ト は割当て られていません。

バイト ビット 診断コード 診断メッセージの概要

0

7 C - 284 ソ フ ト ウ ェ アの更新

6 C - 481 診断が有効

5 C - 281 初期化

4 C - 411 ア ッ プロード / ダウ ン ロード

3 F - 001 機器の故障

2 F - 282 データの保存

1 F - 283 メ モ リ の内容

0 F - 062 センサの接続 - 下方

1

7 F - 062 センサの接続 - 上方

6 F - 881 センサ信号

5 C - 431 校正

4 C - 412 バッ ク ア ッ プの書込み

3 C - 413 バッ ク ア ッ プの読込み

2 C - 461 信号出力 - 電流調整

1 C - 453 値の非表示 - ポジテ ィ ブゼロ リ ターン

0 C - 484 シ ミ ュ レーシ ョ ンエラー

2

7 C - 485 シ ミ ュ レーシ ョ ン値

6 C - 482 シ ミ ュ レーシ ョ ン出力 - 電流

5 C - 482 シ ミ ュ レーシ ョ ン出力 - 周波数

4 C - 482 シ ミ ュ レーシ ョ ン出力 - パルス

3 C - 482 シ ミ ュ レーシ ョ ン出力 - ステータ ス

2 S - 461 信号出力 - 電流

1 S - 461 信号出力 - 周波数

0 S - 461 信号出力 - パルス

3

0 S - 437 設定 - 音速

1 S - 437 設定 - ノ イ ズ

2 - -

3 - -

4 - -

5 - -

6 - -

7 - -
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5 設定

5.1 機能確認

計測点を設定する前に、 最終チェ ッ ク を行って く ださい。
 " 設置後の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 26 ページ

 " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 33 ページ

5.2 機器への電源供給

配線状況の確認が正常に終了し た ら、 電源を供給し ます。 この時点で機器は操作可能な状態にな
り ます。電源がオンになる と、機器は多数の自己診断テス ト を行います。 この処理手順が進むと、
次のよ う な メ ッ セージが現場指示計に表示されます。

通常測定モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに計測を開始し ます。 各種の計測値やス
テータ スパラ メ ータが表示されます （ホーム画面）。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

 PROSONIC FLOW 91
 STARTING. . .

 ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

DEVICE SOFTWARE

V X.XX.XX
 現在のソ フ ト ウ ェ アを表示 （例）

 SYSTEM OK
 OPERATION

 標準測定モード の開始
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5.3 設定プログラムによる基本設定

5.3.1 センサのセ ッ ト ア ッ プ / センサの設置

設定プロ グ ラ ム "FieldCare" によ り センサを設置する場合は、 現場操作に応じ た " ク イ ッ ク セ ッ
ト ア ッ プ " メ ニューを使用でき ます。
他の方法 （表を参照） で、センサ間隔やワ イヤの長さ などに関する値を指定する こ と もでき ます。
手順の詳細は → 46 ページ に図示されています。

手順 （センサを設置するためのデータの指定）

次の表を使用し て、 センサの設置に必要な機能を選択し て設定でき ます。

! 注意 ! 
有効なア ク セス コー ド を入力する と、 機器のパラ メ ータ を変更し た り 有効にする こ と ができ ま
す。 コード （初期設定 = 91） は、 マ ト リ ク スセルで入力し ます。

センサタ イプ センサ設置手順に必要な値 現場指示計  FieldCare  アプ リ ケータ 

ク ラ ンプオン

バージ ョ ン

センサの位置 x x x

ワ イヤの長さ x x x

センサの間隔 x x x

1) " センサ " センサセ ッ ト ア ッ プ （→ 78 ページ） を使用し て現場指示計から値を指定するには、 その前

に、 次の条件を満たす必要があ り ます。

 変換器が設置されている こ と （→ 30 ページ）

 変換器が電源に接続されている こ と （→ 30 ページ）

2) FieldCare は、 現場の流量計を設定する ためのソ フ ト ウ ェ アパッ ケージです。 "FieldCare" によ り 値を指定

する前に、 次の条件を満たす必要があ り ます。

 変換器が設置されている こ と （→ 30 ページ）

 変換器が電源に接続されている こ と （→ 30 ページ）

 "FieldCare" 設定パッ ケージが ノ ー ト 型コ ンピ ュータ / PC にイ ン ス ト ール済みであ る こ と

 ノー ト 型コ ンピ ュータ / PC と 機器が、 FXA291 サービ ス イ ン ターフ ェースによ り 接続されている こ と

（→ 30 ページ）

3) アプ リ ケータは、 流量計を選択および設定する ためのソ フ ト ウ ェ アです。事前に変換器に接続し な く て

も、 必要な値を決定でき ます。

" アプ リ ケータ " は、 イ ン ターネ ッ ト （ www.applicator.com） から ダウ ン ロードするか、 CD-ROM を注

文し て、 現場の PC にイ ン ス ト ールでき ます。

" クランプオンバージョン " センサの設置

手順
選択 - 入力 - 表示

現場指示計（センサセットアップ）


配管中の液体 LIQUID （液体）

液体の温度 TEMPERATURE （温度）

液体の音速 SOUND VELOCITY LIQUID （液体の音速）

配管の材質 PIPE MATERIAL （配管の材質）

配管の音速 SOUND VELOCITY PIPE （配管の音速）

配管の外周 CIRCUMFERENCE （配管の外周）

配管の外径 PIPE DIAMETER （配管の外径）

配管の厚さ WALL THICKNESS （配管の厚さ）

ライニングの材質 LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質）

ライニングの音速 SOUND VELOCITY LINER （ラ イ ニングの音速）

ライニングの厚さ LINER THICKNESS （ラ イ ニングの厚さ）

センサタイプ SENSOR TYPE （センサタ イプ）

センサの設定 SENSOR CONFIGURATION （センサの設定）

ケーブルの長さ CABLE LENGTH （ケーブルの長さ）
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5.3.2 設定

センサを設置するための設定 （→ 46 ページ） に加え、 標準アプ リ ケーシ ョ ンのために、 以下の
機能の設定を行 う 必要があ り ます。

 システム単位

 出力

センサ位置の表示
（センサの設置用）

POSITION SENSOR （センサの位置）

ワイヤ長の表示
（センサの設置用）

WIRE LENGTH （ワ イ ヤの長さ）

センサ間隔の表示
（センサの設置用）

SENSOR DISTANCE （センサの間隔）

! 注意 ! 

全機能の詳細は、 → 75 ページ 以降を参照し て く ださい。

" クランプオンバージョン " センサの設置

手順
選択 - 入力 - 表示

現場指示計（センサセットアップ）
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5.3.3 データのバッ クア ッ プ と送信

T-DAT の保存 / 読込み機能 （→ 82 ページ） を使用し て、 T-DAT （交換可能 メ モ リ ） と EEPROM   
（機器の保存ユニ ッ ト ） と の間で、 データ （機器のパラ メ ータ と 設定） を送受信する こ と ができ
ます。

以下のよ う な場合に送受信が必要です。
 バッ ク ア ッ プの作成 ： 現在のデータが EEPROM から T-DAT に送信されます。

 変換器の交換 ： 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に新しい変換器の 

EEPROM にデータが送信されます。
 データの複製 ： 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に同一計測点の 

EEPROM にデータが送信されます。

! 注意 ! 
T-DAT の取付けおよび取 り 外しについては、 → 61 ページ を参照し て く ださい。

a0001221-en

図 37: T-DAT の SAVE （保存） / LOAD （読込み） 機能によるデータのバッ クア ッ プ と送受信 

LOAD （読込み） と SAVE （保存） のオプシ ョ ンについて ： 

LOAD （読込み） ： データ を T-DAT から EEPROM に送信し ます。

! 注意 ! 
 EEPROM に保存済みの設定はすべて削除されます。

 こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のデータが有効な場合にだけ使用でき ます。

 こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが EEPROM のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

と同じか新しい場合にのみ実行でき ます。 それ以外の場合は、 再起動後にエラー メ ッ セージ 
"TRANSM. SW-DAT" が表示され、 LOAD （読込み） 機能は使用でき な く な り ます。

SAVE （保存） ： 
データ を EEPROM から T-DAT に送信し ます。

FEsc

E+-

XXX.XXX.XX

F F

FF FF

P P

PP

N

O
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5.4 調整

5.4.1 ゼロ点調整

ゼロ点調整は、 通常、 必要あ り ません。

ゼロ点調整が必要と な るのは、 次のよ う な特別な場合のみです。
 低流量で高い計測精度を必要とする場合

 プロセス または操作条件が非常に極端な場合 （例 ： 非常に高温な流体または非常に粘度の高

い流体など）

ゼロ点調整時の注意
ゼロ点調整を実施する前に、 以下の点に注意し て く ださい。

 ゼロ点調整は、 気体や固形物を含まない流体でのみ実行する こ と ができ ます。

 ゼロ点調整は、 配管を流体で完全に満た し て、 流速ゼロ （v = 0 m/s） の状態で行います。 

計測レ ンジの上流側および下流側に遮断弁を設けるか、 または既存のバルブやゲー ト を使用
し て く ださい （→ 図 38）。
- 通常運転時  バルブ 1 および 2 が開
- ポンプ圧を使用し たゼロ点調整  バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧を使用し たゼロ点調整  バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

" 警告 ! 
 計測の困難な流体の場合 （例 ： 固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロ点調整を繰 り 返し行って

も、 安定し たゼロ点を取得する こ と が困難な場合があ り ます。 こ のよ う な場合は、 弊社サー
ビ スにご連絡 く ださい。

 "ZERO POINT （ゼロ点） " 機能を使用し て、 現在有効なゼロ点の値を確認する こ と ができ ます

（→ 103 ページ）。

a0005820

図 38: ゼロ点調整と遮断バルブ

ゼロ点調整の実行

1. 通常運転状態に戻る までシステムを稼働させます。

2. 流れを停止させます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れがないかチェ ッ ク し ます。

4. 供給圧力が正常かチェ ッ ク し ます。

1

2
Esc

E- +
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5. 現場指示計を使用し て、 機能マ ト リ ク スから "ZERO POINT ADJUSTMENT （ゼロ点調整） "   
機能を選択し ます。
HOME  F   R   PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メ ータ）
PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メ ータ）  F   R   ZERO POINT ADJ. （ゼロ点           
調整）

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク されている場合は、 OS を押す と、 自動的にコード を入力する欄に 
ジ ャ ンプし ます。 コード を入力し て く ださい。

7. OS を使用し て START （ス ター ト ） を選択し、 F で確定し ます。
プロ ンプ ト で YES （はい） を選択し、 再度確認のため F を押し ます。 ゼロ点調整がス ター   
ト し ます。
- ゼロ点調整が始ま る と、 "ZEROPOINT ADJUST RUNNING" と い う メ ッ セージが表示部に 

30 ～ 60 秒間表示されます。
- 配管内の流速が 0.1 m/s を超え る場合は、 次のよ う なエラー メ ッ セージが表示されます。

ZERO ADJUST NOT POSSIBLE （ゼロ点調整不可能）
- ゼロ点調整が完了する と、 "ZERO ADJUST （ゼロ点調整） " 機能が再び表示されます。

8. HOME 画面に戻 り ます。
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続けます。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押し ます。

5.5 データ記憶装置

エン ド レ スハウザーでは、 プロセスおよび機器のデータの保存先と なる様々な タ イプのデータ ス
ト レージモジュールを HistoROM と呼んでいます。 このモジュールの取付け と取外し を行 う こ と  
で、 そのモジュールを介し て機器設定を他の機器上にそのま ま複製する等の使い方ができ ます。

5.5.1 HistoROM/ T-DAT （変換器 DAT）

T-DAT は、変換器のすべてのパラ メ ータおよび設定を保存する、交換可能なデータ記憶装置です。
特定のパラ メ ータ設定を EEPROM から T-DAT モジュールへ保存、 あ るいは T-DAT モジューか      
ら EEPROM へ保存する場合は、 ユーザーが行 う 必要があ り ます （= 手動保存機能）。 手順の詳細   
は、 → 82 ページ を参照し て く ださい。
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6 メ ンテナンス
特別な保守を行 う 必要はあ り ません。

6.1 外部洗浄

機器の外部を洗浄する場合は、 必ずハウ ジングの表面およびシール部に傷をつけない洗浄剤を使
用し て く ださい。

6.2 カ ッ プ リ ング剤

配管と センサ間の音響効果を最大限引き出すには、 カ ッ プ リ ング剤が必要です。 カ ッ プ リ ング材
は、 設定時にセンサ表面に塗布し ます。 通常は、 定期的に塗 り 直す必要はあ り ません。

! 注意 ! 
カ ッ プ リ ング剤を塗 り すぎ る と、 信号の伝搬が最大 10 dB 減少し ます。

a0005750

図 39: カ ッ プ リ ング剤の塗布

1 カ ッ プ リ ング剤

2 センサ表面 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W）

! 注意 ! 
 カ ッ プ リ ング剤が厚 く な ら ないよ う にし て く ださい。

 センサを配管から取 り 外し た場合、 洗浄後、 カ ッ プ リ ング剤を再び塗布し て く ださ い。

 表面が粗い配管を使用する場合 （GRP 配管など）、 表面の凹凸が均一に埋められている こ と を

確認し て く ださい。 十分な量のカ ッ プ リ ング剤を塗布し て く ださ い。
 信号強度の変化によ り 、 カ ッ プ リ ング剤の再塗布が必要になる場合があ り ます。 信号強度が 

50 dB 以上であ るかぎ り 、 処置は不要です。

2

1
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7 ア クセサリ
変換器およびセンサには、 各種のア ク セサ リ が用意されています。 オーダーコード に関する詳細 
は、 弊社サービ スにお問合せ く ださい。

7.1 機器関連のアクセサリ

7.2 測定原理関連のアクセサリ

アクセサリ 説明
オーダー 
コード

センサ W

（15 ～ 65 A 

（½" ～ 2½"））

ク ラ ンプオン 

バージ ョ ン

15 ～ 65 A、 -20 ～ +80 ℃ （½" ～ 2½"、 -4 ～ +176 °F）、 5.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 IP 68 / NEMA 6P

15 ～ 65 A、 0 ～ +55 ℃ （½" ～ 2½"、 +32 ～ 212 °F）、 5.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 IP 68 / NEMA 6P

 

DK9WS - 1*

DK9WS - 3*

 

DK9WS - 2*

DK9WS - 4*

センサ W

（50 ～ 4000 A 

（2" ～ 157"））

ク ラ ンプオン 

バージ ョ ン

50 ～ 300 A、 -20 ～ +80 ℃ （2" ～ 12"、 -4 ～ +176 °F）、 2.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 IP 68 / NEMA 6P

 

DK9WS - B*

DK9WS - N*

100 ～ 4000 A、 -20 ～ +80 ℃ （4" ～ 160"、 -4 ～ +176 °F）、 1.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 IP 68 / NEMA 6P

 

DK9WS - A*

DK9WS - M*

100 ～ 4000 A、 0 ～ +130 ℃ （4" ～ 160"、 +32 ～ +266 °F）、 1.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 

DK9WS - P*

50 ～ 300 A、 0 ～ +130 ℃ （2" ～ 12"、 +32 ～ +266 °F）、 2.0 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 

DK9WS - S*

100 ～ 4000 A、 0 ～ +130 ℃ （4" ～ 160"、 +32 ～ 266 °F）、 0.5 MHz

 IP 67 / NEMA 4X

 IP 68 / NEMA 6P

 

DK9WS - R*

DK9WS - T*

アクセサリ 説明
オーダー 
コード

アル ミ ニウ ム

フ ィ ール ド ハウ

ジング用

取付キ ッ ト

ウ ォールマウ ン ト ハウ ジング用取付キ ッ ト です。 DK9WM - C

センサホルダ

セ ッ ト

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （15 ～ 65 A、 ½" ～ 2½"）

 センサホルダ、 ク ラ ンプオンバージ ョ ン

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （50 ～ 4000 A、 2" ～ 160"）

 センサホルダ、 固定ロ ッ ク用ナッ ト 、 ク ラ ンプオンバージ ョ ン

 センサホルダ、 取 り 外し可能な ロ ッ ク用ナッ ト 、 ク ラ ンプオンバー

ジ ョ ン

DK9SH - 1

DK9SH - A

DK9SH - B

ク ラ ンプオン 

取付セ ッ ト

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W 用センサ固定具

（15 ～ 65 A、 ½" ～ 2½"）

 U ボル ト  15 ～ 32 A （½" ～ 1¼"）

 締付けバン ド 40 ～ 65 A （1½" ～ 2½"）

（50 ～ 4000 A、 2" ～ 160"）

 センサ固定具な し

 締付けバン ド 50 ～ 200 A （2" ～ 8"）

 締付けバン ド 200 ～ 600 A （8" ～ 24"）

 締付けバン ド 600 ～ 2000 A （24" ～ 80"）

 締付けバン ド 2000 ～ 4000 A （80" ～ 160"）

DK9IC - 11*

DK9IC - 21*

DK9IC - A*

DK9IC - B*

DK9IC - C*

DK9IC - D*

DK9IC - E*

 取付工具な し

 スペーシングルーラ 50 ～ 200 A （2" ～ 8"）

 スペーシングルーラ 200 ～ 600 A （8" ～ 24"）

 留め具、 1 ト ラバース 50 ～ 4000 A （2" ～ 160"）

DK9IC - *1

DK9IC - *2

DK9IC - *3

DK9IC - *6
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7.3 通信関連のアクセサリ

接続ケーブル用

コ ンジ ッ ト

アダプタ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （15 ～ 65 A、 ½" ～ 2½"）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 M20 × 1.5）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 ½" NPT）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 G ½"）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （50 ～ 4000 A、 2" ～ 160"）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 M20 × 1.5）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 ½" NPT）

 コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 G ½"）

DK9CB - AA1

DK9CB - AA2

DK9CB - AA3

DK9CB - AB1

DK9CB - AB2

DK9CB - AB3

接続ケーブル 15 ～ 65 A、 ½" ～ 2½" のセンサの場合

5 m （16 ft） センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

10 m （33 ft） センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

15 m （49 ft） センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

30 m （98 ft） センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

50 ～ 4000 A、 2" ～ 160" のセンサの場合

5 m （16 ft） センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

10 m （33 ft） センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

15 m （49 ft） センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

30 m （98 ft） センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

60 m （197 ft） センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F）

DK9SS - AAA

DK9SS - AAB

DK9SS - AAC

DK9SS - AAD

DK9SS - ABA

DK9SS - ABB

DK9SS - ABC

DK9SS - ABD

DK9SS - ABJ

カ ッ プ リ ング剤  カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +170 ℃ （-40 ～ +338 °F）、 標準

 接着性カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃ （-40 ～ +176 °F）

 水溶性カ ッ プ リ ング剤 -20 ～ +80 ℃ （-4 ～ +176 °F）

 カ ッ プ リ ング剤 DDU 19、 -20 ～ +60 ℃ （-4 ～ +140 °F）

 カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +100 ℃ （-40 ～ +212 °F）、 標準、

タ イプ MBG2000

DK9CM - 2

DK9CM - 3

DK9CM - 4

DK9CM - 6

DK9CM - 7

アクセサリ 説明 オーダーコード

HART コ ミ ュ ニケー

ター 

Field Xpert SFX 100

HART 電流出力 （4 ～ 20 mA） を使用し て機能設定および計測値

の読取 り を行 う ハン ドヘル ド ター ミ ナルです。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

SFX100 - *******

フ ィ ール ド ゲー ト  

FXA320

Web ブラ ウザによ る HART センサおよびア クチュエータの遠隔

問合せを行 う ためのゲー ト ウ ェ イです。

 2 チャ ンネルアナロ グ入力 （4 ～ 20 mA）

 イベン ト カ ウ ン ト 機能および周波数計測を備え るバイナ リ 入

力 × 4

 モデム、 イーサネ ッ ト 、 または GSM によ る通信

 イ ン ターネ ッ ト / イ ン ト ラ ネ ッ ト によ る Web ブ ラ ウザや WAP 

携帯電話での可視化

 E メ ールまたは SMS を使用し たア ラームによ る リ ミ ッ ト 値の

監視

 すべての計測値の同期タ イ ム ス タ ンプ

FXA320 - *****

フ ィ ール ド ゲー ト  

FXA520

Web ブラ ウザによ る HART センサおよびア クチュエータの遠隔

問合せを行 う ためのゲー ト ウ ェ イです。

 最大 30 点の計測ポ イ ン ト を遠隔監視するための Web サーバ

 防爆エ リ アで使用するための本質安全バージ ョ ン [EEx ia]IIC

 モデム、 イーサネ ッ ト 、 または GSM によ る通信

 イ ン ターネ ッ ト / イ ン ト ラ ネ ッ ト によ る Web ブ ラ ウザや WAP 

携帯電話での可視化

 E メ ールまたは SMS を使用し たア ラームによ る リ ミ ッ ト 値の

監視

 すべての計測値の同期タ イ ム ス タ ンプ

 接続された HART 機器 リ モー ト 診断と リ モー ト 設定

FXA520 - ****

FXA195 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 は、本質安全イ ンテ リ ジェ ン ト 変換器を 

HART プロ ト コルでパーソナルコ ンピ ュータの USB ポー ト に接

続し ます。 これによ って、 設定プロ グ ラ ム （例えば、 FieldCare） 

を利用し た変換器の リ モー ト 操作が可能にな り ます。

コ ミ ュボ ッ ク スの電源は、 USB ポー ト から供給されます。

FXA195 - *

アクセサリ 説明
オーダー
コード
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7.4 サービス関連のアクセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

アプ リ ケータ 流量計を選択および設定する ための ソ フ ト ウ ェアです。

ローカル PC にイ ン ス ト ールする ためのアプ リ ケータは、 イ

ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードするか、 CD-ROM で注文する

こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ さい。

DXA80 - *

フ ィ ール ド

チェ ッ ク

現場で流量計をテス ト する ためのテス タ / シ ミ ュ レータです。

「FieldCare」 ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ と併せて使用する と 、

テス ト 結果をデータベースにイ ンポー ト し た り 、 印刷し た り 、

公式証明書に利用する こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ さい。

50098801

FieldCare FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプラ ン

ト 資産管理ツールです。 システム内のすべてのイ ンテ リ ジェ

ン ト フ ィ ール ド機器を設定する こ と ができ、 管理するのに役

立ちます。 ステータ ス情報を使用する こ と によ って、 機器の

ステータ ス を簡単かつ効果的にチェ ッ クする こ と ができ ます。

詳細については、 以下

の弊社ウ ェブサイ ト に

あ る製品のページを参

照し て く ださ い ：

www.endress.com

FXA291 FieldCare によ る操作を行 う ための、 本機器から PC へのサー

ビ ス イ ン ターフ ェ イ スです。

FXA291 - *

メ モグ ラ フ M 

グ ラ フ ィ ッ ク

デ ィ スプレ イ

レ コーダ

関連するすべてのプロセス変数の情報を提供し ます。 計測値

を正確に記録し、 リ ミ ッ ト 値の監視、 計測点の解析を行いま

す。 このデータは、 256 MB の内部 メ モ リ に保存され、 SD 

カード または USB ステ ィ ッ クにも保存されます。

ReadWin ｨ 2000 PC ソ フ ト ウ ェ アが標準パッ ケージに含まれて

います。 このソ フ ト ウ ェ アは、 取 り 込んだデータの設定、 可

視化、 保存に使用し ます。

演算チャ ンネル （オプシ ョ ン） によ り 、 具体的な消費電力、

ボ イ ラ効率、 および効率的なエネルギー管理に と って重要な

その他のパラ メ ータの連続監視が可能にな り ます。

RSG40-************
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 ト ラブルシューテ ィ ングについて

ス ター ト ア ッ プ後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラ
ブルシ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 その質問に回答し てい く こ と によ って、 問題の原因と
適切な対処方法が明らかにな り ます。

表示部のチェック

何も表示されず、 出力信号も

出ていない。

1. 電源確認    端子 1、 2

2. 電源用 ヒ ューズの確認 → 64 ページ

AC 85 ～ 250 V ： 1 A ス ローブロー /250 V

AC 20 ～ 28 V および DC 11 ～ 40 V ： 1.6 A ス ローブロー /250 V

3. 電子機器の欠陥  スペアパーツ を注文 → 61 ページ

何も表示されないが、 出力信

号は出ている。

1. 表示モジ ュールの リ ボンケーブルコネ ク タがアンプ基板に正し く 挿入

されているかをチェ ッ ク  → 62 ページ

2. 表示モジ ュールの欠陥  スペアーパーツ を注文  → 61 ページ

3. 電子機器の欠陥  スペアパーツ を注文  → 61 ページ

不明な言語が表示される。

電源をオフにし ます。 OS キーを押し たま ま、 機器の電源を再度オンにし

て く ださい。 テキス ト が、 最大のコ ン ト ラ ス ト で、 英語 （デフ ォル ト ） の

テキス ト が表示されます。

計測値は表示されるが、 電流

あ るいはパルス出力が出てい

ない

電子機器基板の欠陥    スペアパーツの注文  → 61 ページ


表示部の診断コード

設定中や稼動中の機器は監視されています。 監視結果は、 診断コード メ ッ セージの形式でデ ィ スプレ イに

表示されます。 この診断コード メ ッ セージによ って、 現在の状態やエラーの発生を検知でき ます。 さ ら

に、 表示された診断コード に応じ て、 機器を修理する こ と ができ ます。

診断コード に応じ て、 機器の動作も影響を受けます。 許可があれば、 ア ラームを無効にし て、 それを注意

メ ッ セージ と し て定義する こ と も可能です。

4 つのカテゴ リ の診断コード メ ッ セージがあ り ます。 F、 C、 S、 M

カテゴリ F（障害）：
機器が正常に機能し ていないため、 計測値を使用でき ない場合。 こ のカテゴ リ には、 一部のプロセスエ

ラーも含まれています。

カテゴリ C（機能チェック）：
機器が点検中、 組立て中、 設定中、 またはシ ミ ュ レーシ ョ ンモード になっている場合。 出力信号が実際の

プロセス値に応答し ていないため使用でき ません。

カテゴリ S（仕様外）：
1 つ以上の計測値 （流量など） が、 初期設定またはユーザ指定の リ ミ ッ ト 値を超えている場合。 このカテ

ゴ リ の診断 メ ッ セージは、 機器のス ター ト ア ッ プ中または清掃中にも表示されます。

カテゴリ M（メンテナンス）：
計測信号は有効だが、 消耗、 腐食、 汚れなどの要因の影響を受けている場合。

診断コード メ ッ セージは、 カテゴ リ （F、 C、 S、 M） 内で さ らに以下のよ う に分類されています。

No. 000 - 199：センサに関連する メ ッ セージ

No. 200 - 399：変換器に関連する メ ッ セージ

No. 400 - 599：設定に関連する メ ッ セージ （シ ミ ュ レーシ ョ ン、 ダウ ン ロード、 データ保存など）

No. 800 - 999：プロセスに関連する メ ッ セージ



その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 診断と 対処 → 59 ページ
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8.2 診断コー ド メ ッ セージ

8.2.1  カテゴ リ F 診断コー ド メ ッ セージ

診断コード 原因 対策
（スペアパーツ → 61 ページ）

機器の反応： 
初期設定 
( ) = オプション

F 001

Device fault 

（機器の故障）

重大なデバイ スエラー アンプ基板を交換し て く ださ い。 ア ラーム 

(-)

F 062

Sensor connection

（センサの接続）

下方センサ と変換器の間の接続が切断 - センサ と変換器の間のケーブル接続を確認し て く ださい。

- センサコネ ク タがし っか り ネジ留め されているか確認し て

く ださい。

- センサに欠陥があ る可能性があ り ます。

- 間違ったセンサが接続されています。

- SENSOR TYPE （センサタ イプ） 機能で間違ったセンサが選

択されています。

ア ラーム 

(-)
上方センサ と変換器の間の接続が切断

F 282

Data storage 

（データの保存）

EEPROM の障害 プ リ ン ト 基板を交換し て く ださい。 ア ラーム 

(-)

F 283

Memory contents

（ メ モ リ の内容）

EEPROM データへのア ク セスエラー プ リ ン ト 基板を交換し て く ださい。 ア ラーム 

(-)

F 412

Writing backup

（バッ ク ア ッ プの 

書込み）

DAT 変換器 ：

T-DAT へのデータバッ ク ア ッ プ （ダウ

ン ロード） に失敗、 または T-DAT 内

に保存されている値にア ク セス （値の

ア ッ プロード） 時にエラーが発生。

1. T-DAT が正し く アンプ基板に正し く 差し込まれているか

を確認し て く ださい。 → 図 41

2. T-DAT に欠陥があ る場合はそれを交換し て く ださい。

DAT を交換する前に、 新しい交換用の DAT が使用中の電

子モジ ュール と 互換性があ るか確認し て く ださ い。 

確認事項 ：

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェ アの改訂コード

3. 必要に応じ て、 電子基板を交換し て く だ さい。

注意 

(-)

F 413
Reading backup

（バッ ク ア ッ プの 

読込み）

ア ラーム 

(-)

F 881

Sensor signal 

（センサ信号）

音波計測域の減衰度が大きい - カ ッ プ リ ング剤を塗 り 直す必要があ るか確認し て く ださい。

- カ ッ プ リ ング剤が著しい減衰を引き起こ し ている可能性が

あ り ます。

- 配管が著しい減衰を引き起こ し ている可能性があ り ます。

- センサのスペース （設置寸法） を確認し て く ださい。

- 可能な場合は、 ト ラバースの数を減ら し て く ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ラーム 

(-)
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8.2.2  カテゴ リ C 診断コー ド メ ッ セージ  

診断コード 原因 対策
（スペアパーツ → 61 ページ）

機器の反応： 
初期設定 
( ) = オプション

C 281

Initialization 

（初期化）

初期化を実行中。

全ての出力が 0 に設定されていま

す。

作業が終了する まで待って く ださい。 注意 

(-)

C 284

Software update 

（ソ フ ト ウ ェアの

ア ッ プデー ト ）

新しいソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを

ロード中。 現在、 他の機能は使用で

き ません。

作業が終了する まで待って く ださい。 機器は自動的に再始

動し ます。

ア ラーム 

(-)

C 411

Upload/download

（ア ッ プロード /  

ダウ ン ロード）

設定プロ グ ラ ムによ り 機器データ を

ア ッ プ / ダウ ン ロード中。 現在、 他

の機能は使用でき ません。

作業が終了する まで待って く ださい。 注意 

(-)

C 431

Calibration （校正）

静的ゼロ点調整ができ ない、 または

キ ャ ンセルされま し た。

流速が = 0 m/s か確認し て く ださい。 ア ラーム 

(-)

C 453

Hide value 

（値の非表示）

POSITIVE ZERO RETURN （ポジテ ィ

ブゼロ リ ターン） がオンになってい

ます。

". 警告 ! 

これは最重要の注意 メ ッ セージで

す。

POSITIVE ZERO RETURN （ポジテ ィ ブゼロ リ ターン） をオ

フにし て く ださい。

注意 

(-)

C 461

Signal output 

（信号出力）

電流調整が作動中です。 電流調整を終了し て く ださい。 ア ラーム 

(-)

C 481

Diagnosis active 

（診断中）

試験 / シ ュ ミ レーシ ョ ン機器によ っ

て現場で機器をチェ ッ ク中です。

- 注意 

(-)

C 482

Simulation outp. 

（出力シ ミ ュ レー

シ ョ ン）

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中

です。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。 注意 

(-)

周波数シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中で

す。

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動

中です。

ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

作動中です。

C 484

Simulation error 

（シ ミ ュ レーシ ョ ン

エラー）

エラー ( 出力 ) への応答シ ミ ュ レー

シ ョ ンが作動中です。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。 ア ラーム 

(-)

C 485

Simulation value 

（シ ミ ュ レーシ ョ ン

値）

体積流量のシ ミ ュ レーシ ョ ンが作動

中です。 

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。 注意 

(-) 
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8.2.3  カテゴ リ S 診断コー ド メ ッ セージ  

診断コード 原因 対策
（スペアパーツ → 61 ページ）

機器の反応： 
初期設定 
( ) = オプション

S 437

Configuration （設

定）

音速が変換器の検索範囲外です。 - 設置寸法を確認し て く ださい。

- 可能であれば、 流体の音速をチェ ッ クするか、 専門文献

で調べて く ださい。

音速が定義し た計測範囲を実際に超えている場合は、

LIQUID DATA （流体データ） 機能グループで、 対応するパ

ラ メ ータ を変更する必要があ り ます。 

こ の件についての詳細は、 SOUND VELOCITY LIQUID （流

体の音速） 機能を参照し て く ださい。 （→ 99 ページ）

注意 

(-)

配管伝送波が信号と 重なっている可

能性があ り ます。 このエラー メ ッ

セージが出た場合は、 センサの設定

を変更する こ と をお奨めし ます。

". 警告 ! 

機器がゼロ または低流量を示し てい

る場合は、 センサの設定を変更し て

く ださい。

- SENSOR CONFIGURATION （センサの設定） 機能で、 ト

ラバースの数を 2 または 4 から 1 または 3 に変更し、 そ

れに応じ てセンサを取 り 付けて く だ さい。

S 461

Signal output （信号

出力）

電流出力 ：

流量が指定範囲を超えています。

- 上限または下限を適用可能な値に変更し て く ださい。

- 適用でき る よ う に、 流量を増加または減少させて く ださ

い。

注意 

(-)

パルス出力 ：

パルス出力周波数が範囲を超えてい

ます。

1. パルス値の設定を変更し て く ださい。

2. パルス幅を選択する と きには、 外部積算計 （機械式積

算計、 PLC など） で処理でき る値を選択し て く ださい。

パルス幅の指定 ：

- バージ ョ ン 1 ： 接続し ている カ ウ ン タの仕様か ら最

小幅を調べ、 それを入力し ます。

- バージ ョ ン 2 ： 接続し ている カ ウ ン タの仕様か ら最

大周波数を調べ、 その " 逆数 " の半分の値を入力し

ます。

例 ：

接続し ている カ ウ ン ターの最大周波数が 10 Hz の場合、

パルス幅は、 次の式で算出されます。

3. 流量を減少し て く だ さい。 
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2 10 Hz
---------------------- 50 ms=
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8.3 メ ッ セージの無いプロセスエラー

症状 修復方法

! 注意 ! 

故障を修正するには、 マ ト リ ク スの該当機能の設定を変更あ るいは調整する必要があ り ます。

流れが正方向であ るにも関わら

ず、 流量値が負の値を表示し てい

る。

1. 配線を確認し て く だ さい。 → 33 ページ 

必要な場合は、 端子の "UP" "DOWN" の接続を逆にし て く ださい。

2. 必要に応じ て、 INSTALLATION DIRECTION, SENSOR （センサの取付方向） 機能の設定を変更し て く だ

さい。 

流量が安定し ているにも関わら

ず、 計測値が変動する。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. TIME CONSTANT （時定数） 機能 （電流出力）  数値を上げて く ださい。

3. FLOW DAMPING （流量ダンピング） 機能 （システム パラ メ ータ）  数値を上げて く ださい。 

流量計の内部積算計 と、 外部計測

装置の表示に差があ る。 

これは主に逆流によ る もの と 考え られます。 STANDARD （正方向）、 SYMMETRY （正 / 負両方向） いずれ

の測定モード で も、 パルス出力を減じ る こ と はでき ません。 

流体が停滞し ていた り 計測チュー

ブが満水の場合で も、 計測値が

デ ィ スプレ イに表示される。 

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. LOW FLOW CUT OFF （ローフ ローカ ッ ト オフ） 機能を有効にし ます。 すなわち切替ポ イ ン ト の値を

入力するか大き く し ます。

流量信号にかかわ り な く 、 電流出

力信号が常に 4 mA にな る。 

1. FIELDBUS ADDRESS （バスア ド レ ス） 機能を "0" に設定し ます。

2. ローフ ローカ ッ ト オフが高すぎます。 ON-VALUE LOW FLOW CUT OFF （ローフ ローカ ッ ト オフ オン

の値） 機能の値を下げます。

故障を調整でき ない、 あ るいは上

記以外の故障が発生する。

そのよ う な場合は、 弊社サービ ス

にご連絡 く ださい。

この種の問題を解決する ために、 以下のオプシ ョ ンを用意し てお り ます。

弊社にサービスを依頼する
弊社にサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 以下の情報をご用意 く ださい。

- 故障内容の概要

- 銘板の仕様 （→ 7 ページ） ： オーダーコード と シ リ アル番号

弊社へ機器を返却する
弊社へ修理や較正のために流量計を返却する場合は、 事前に必要な手続き を し て く ださい （→ 65 ページ）。 

いずれの場合で も、 必要事項をすべて記入し た 「洗浄証明書」 を必ず同封し て く ださい。 「洗浄証明書」

は、 本取扱説明書の巻頭に添付されています。

変換器の電子部品を交換する
本機器の電子部品に欠陥があ る場合  スペアパーツ を交換 → 61 ページ 
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8.4 エラーに対する出力状態

! 注意 ! 
積算計、電流出力、パルス出力およびステータ ス出力は、FAILSAFE MODE （フ ェールセーフモー 
ド） 機能で指定し ます （→ 107 ページ）。
こ れら の出力は、 ポジテ ィ ブゼ ロ リ ターンによ ってそれぞれのフ ォールバ ッ ク値に設定でき ま
す。 こ の設定は、 配管の洗浄中に計測を中断し なければな ら ない場合などに適用可能です。 この
機能は、 その他のすべての機器機能に優先し ます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中断されます。

出力と積算計のフェールセーフ モード

プロセス / システム エラーあり ポジティブゼロリターンが有効

電流出力 MINIMUM VALUE （最小値）

4-20 mA （25 mA）  2 mA

4-20 mA NAMUR 3.5 mA

4-20 mA US   3.75 mA

4-20 mA （25 mA） HART  2 mA

4-20 mA HART NAMUR  3.5 mA

4-20 mA HART US   3.75 mA

MAXIMUM VALUE （最大値） 

4-20 mA （25 mA）  25mA

4-20 mA NAMUR  22.6 mA

4-20 mA US   22.6 mA

4-20 mA （25 mA） HART  25 mA

4-20 mA HART NAMUR  22.6 mA

4-20 mA HART US   22.6 mA

ACTUAL VALUE （実際の値）

エラーは無視され、 現在の計測に基づいた標準計測値が出力されます （非推

奨）。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し てい

ます。

パルス出力 MINIMUM VALUE （最小値） / MAXIMUM VALUE （最大値）  FALLBACK 

VALUE （フ ォールバッ ク値）

信号出力  パルスな し

ACTUAL VALUE （実際の値）

エラーは無視され、 現在の計測に基づいた標準計測値が出力されます。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し てい

ます。

積算計 MINIMUM VALUE （最小値） / MAXIMUM VALUE （最大値）  STOP （ス ト ッ

プ）

エラーが解消される まで、 積算計は一時的に停止されます。

ACTUAL VALUE （実際の値）

エラーは無視されます。 積算計は、 現在の流量に従ってカ ウ ン ト を続けます。

積算計の停止

ステータ ス出力 エラーまたは電源異常の場合 ： ステータ ス出力  非導電

 

ステータ ス出力に影響し ません。
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8.5 スペアパーツ

前のセ ク シ ョ ンでは、 ト ラブルシューテ ィ ングの方法を詳細に説明し ま し た。 → 55 ページ
それ以外にも、本機器は、自己診断 と エラー メ ッ セージ と い う 形式でサポー ト を提供し ています。

ト ラブルシ ューテ ィ ングの結果、 故障部分を スペアパーツ と交換する場合も あ り ます。 以下の図
はスペアパーツが利用でき る範囲を示し ています。

! 注意 ! 
スペアパーツは、 変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号をお知らせ頂 く こ と によ って、 最
寄の弊社サービ スに注文する こ と ができ ます。 → 7 ページ

1. Web ブラ ウザで弊社の Device Viewer を選択し ます 
（www.endress.com/deviceviewer）。

2. W@M Device Viewer に機器のシ リ アル番号を入力し ます。

3. 該当機器に使用可能なスペアパーツの リ ス ト が表示されます。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト と し て出荷されます。
 スペアパーツ

 追加部品、 小さ な品目 （ネジ部品など）

 取付け指示書

 パッ ケージ

a0005821

図 40: プロ ソニ ッ ク フ ロー 91 変換器用スペアパーツ

1 電子基板

2 表示モジュール
3 HistoROM/ T-DAT （変換器 -DAT）

Esc

2

1

3
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8.6 基板の取外し と取付け  

8.6.1 フ ィ ールドハウジング ： 電子基板の取外し と取付け → 図 41

# 危険 ! 
 感電の危険性があ り ます。 

露出部分には高電圧がかかっています。 電子部品のカバーを外す前に、 必ず電源をオフにし
て く ださい。

 電子部品を損傷する危険性があ り ます （ESD 保護）。 静電気によ って、 電子部品が損傷し た

り 、 その性能が損なわれる恐れがあ り ます。 静電防止された作業場所を使用し て く ださい。
 次の手順において、 機器の絶縁性が保持されているか確証がない場合は、 弊社の仕様に基づ

いて適切な検査を行って く ださい。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

電子基板の取付け ：

1. 電源をオフにし ます。

2. 変換器ハウジングから電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを取 り 外し ます。

3. 端子箱カバーから現場指示計 (a) を取 り 外し ます。

4. 脇のラ ッ チ (b) を押し て、 端子箱のカバーを押し下げます。

5. センサケーブル (c) のコネ ク タ を外し ます。

6. 電源 (d) と出力 (e) 用のコネ ク タ を外し ます。

7. 現場指示計 (f) のコネ ク タ を外し ます。

8. 基板キ ャ リ アのネジ (g) をゆるめます。

9. ハウジングからモジュール全体 （プラ スチッ ク の固定器具と電子基板） を引き出し ます。

10. 電子基板から接地ケーブル (h) を抜き ます。

11. T-DAT を外し ます。

12. 脇のラ ッ チ (i) を軽 く 外側に押し、 電子基板を少し後方に押し出し ます。

13. プラ スチッ ク の固定器具から電子基板を後方に向かって外し ます。

14. 取付けは、 取外しの手順の逆です。
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a0005831

図 41: フ ィ ールドハウジング ： 電子基板の取外し と取付け

a 現場指示計

b ラ ッ チ

c センサケーブル用コネ ク タ

d 電源コネ ク タ

e 電流出力と パルス / ステータ ス出力用のコネ ク タ

f 現場指示計用コネ ク タ

g 基板キ ャ リ アの固定ネジ

h 接地ケーブル用コネ ク タ

i 電子基板のラ ッ チ
k T-DAT （変換器 -DAT）

Esc

1

4

2

a

b

c

d

e

f

g
h

3

i
k
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8.7 ヒ ューズの交換

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 
露出部分には高電圧がかかっています。 電子部品のカバーを外す前に、 必ず電源をオフにし て く
ださい。

機器の ヒ ューズは、 電子基板上にあ り ます （→ 図 42）。 
ヒ ューズの交換手順は、 次の通 り です。

1. 電源をオフにし ます。

2. 変換器ハウジングから電子部コ ンパー ト メ ン ト のカバーを取 り 外し ます。

3. 脇のラ ッ チを押し て、 端子箱のカバーを押し下げます。

4. 電源コネ ク タ (a) を外し ます。

5. ヒ ューズ (b) を交換し ます。 必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。
必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。
- 電源 DC 11 ～ 40 V / AC 20 ～ 28 V  1.6 A ス ローブロー / 250 V TR5
- 電源 AC 85 ～ 250 V  1 A ス ローブロー / 250 V TR5

6. 取付けは、 取外しの手順の逆です。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

a0005832

図 42: 電子基板上のヒ ューズの交換

a 電源コネ ク タ

b 機器の ヒ ューズ

b

a
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8.8 返却

" 警告 ! 
危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えばその物質が溝に浸透し てい
る、 あ るいはプラ スチ ッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る場合、 機器は返却し ないで く だ
さい。
不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持者 /
操作員が負担する こ と にな り ます。

修理あ るいは校正などを必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。
 必要事項を記入し た 「洗浄証明書」 を必ず同封し て く ださ い。 こ の書類が同封されていない

場合、 弊社は、 返却される機器を運搬、 検査、 および修理する こ と ができ ません。
 特別な取扱指示が必要であれば、 EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠し た安全データ シー ト

等を同封し て く ださい。
 すべての残留物は除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ るシールおよびすき まの溝に

は十分注意し て く ださい。 その残留物質が健康に被害を与える もの、 た と えば、 可燃性や毒
性、 腐食性あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には特に重要です。

! 注意 ! 
「洗浄証明書」 は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

8.9 廃棄

お住まいの地域の法規に従って く ださい。

8.10 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意 ! 
異な る ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン間でのア ッ プロード またはダウ ン ロード は、 特別なサービ ス ソ フ
ト ウ ェアがなければでき ません。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

09.2011 V 1.02.XX プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W の新しいセンサタ イプ 71130013/09.11

02.2010 V 1.01.XX プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W の新しいセンサタ イプ 71109049/02.10

04.2006 V 1.00.00 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア 71024989/04.06
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9 技術データ

9.1 技術仕様解説

9.1.1 用途

 閉管システムでの液体流量の計測

 モニタ リ ングプロセスでの計測、 制御、 調節に関する用途

9.1.2 機能と システム構成

測定原理 プロ ソ ニ ッ ク フ ローは伝搬時間差の原理に基づいています。

システム構成 本機器は、 変換器と センサで構成されています。

次のバージ ョ ンが用意されています。
非防爆区域での設置用

変換器
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91

計測センサ
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオンバージ ョ ン （温水 / 冷水 / 排水用途向）、 
呼び口径 15 ～ 4000 A （½" ～ 160"）

9.1.3 入力

計測パラ メ ータ 流速 （流速に比例する伝搬時間差）

計測レ ンジ 代表値 v = 0 ～ 15 m/s （0 ～ 50 ft/s） （指定の計測精度時）

計測可能流量範囲 150 ： 1 以上
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9.1.4 出力

出力信号 電流出力
 絶縁型

 フルス ケール値調整可能

 温度係数 ： 代表値 2 µA/ ℃、 分解能 ： 1.5 µA

 ア ク テ ィ ブモード ： 4 ～ 20 mA、 RL < 700  （HART 通信使用時 ： RL  250 ）

パルス / ステータス出力：
 絶縁型

 オープン コ レ ク タ

 DC 30 V / 250 mA

 パッ シブ

 以下の設定が可能 ：

- パルス出力 ： パルスの値および極性が選択可、 最大パルス幅が調整可 （5 ～ 2000 ms）、 最大
パルス周波数 100 Hz

- ステータス出力 ： エラー メ ッ セージ、 空検知、 流れ方向、 制限値などに設定可能

ア ラーム信号  電流出力、 パルス出力   フ ェールセーフモード を選択可 → 107 ページ

 ステータ ス出力  故障または電源異常時は " 非導通 "

負荷 " 出力信号 " を参照

ローフ ローカ ッ ト オフ ローフ ローカ ッ ト オフ  ス イ ッチポイ ン ト は必要に応じ て選択可

電気的絶縁性 入力、 出力、 電源の回路はすべて、 互いに絶縁されています。

9.1.5 電源

電気配線 → 27 ページ を参照

供給電圧 （電源供給） 変換器
AC 85 ～ 250 V、 45 ～ 65 Hz
AC 20 ～ 28 V、 45 ～ 65 Hz
DC 11 ～ 40 V

センサ
電源は変換器から供給
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電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入力 / 出力）

 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm/ 0.31" ～ 0.47"）

 ケーブル 6 ～ 12 mm （0.24" ～ 0.47"） 用のケーブルグ ラ ン ド

 電線管接続口用ねじ ½" NPT、 G ½"

接続ケーブル （センサ / 変換器）

電線管接続口に接続ケーブル 1 本用のケーブルグ ラ ン ド （1 × Ø 8 mm）
 ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5

 電線管接続口用ねじ ½" NPT、 G ½"

電線管接続口に接続ケーブル 2 本用のケーブルグ ラ ン ド （2 × Ø 4 mm）
 ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5

 電線管接続口用ねじ ½" NPT、 G ½"

a0016008

電線管接続口に多芯接続ケーブル 1 本用のケーブルグ ラ ン ド （1 × Ø 8 mm/ 0.31 in）

A0008152

図 43: 電線管接続口に接続ケーブル 2 本用のケーブルグラ ン ド （2 × Ø 4 mm/ 0.16 in）
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電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入力 / 出力）
 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm/ 0.31" ～ 0.47"）

 電線管接続口用ねじ ½" NPT、 G ½"

ケーブル仕様 接続ケーブルは、 必ずエン ド レ スハウザー社の支給品を使用し て く ださい。
接続ケーブルは各種用意し ています。 → 29 ページ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 

 ケーブル材質 ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W （50 ～ 4000 A/ 2" ～ 160"） ： PVC （標準） または
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W （15 ～ 65 A/½" ～ 2½"） ： TPE-V

 ケーブル長 ：

- 非防爆エ リ アで使用する場合 ： 5 ～ 60 m （16.4 ～ 196.8 ft）
- 防爆エ リ アで使用する場合 ： 5 ～ 30 m （16.4 ～ 98.4 ft）

! 注意 ! 
正確な計測結果を確保するために、 接続ケーブルを電気機器およびス イ ッ チ類から離し て配線し
て く ださい。

消費電力 AC 85 ～ 250 V ： < 12 VA （計測センサ含む）
AC 20 ～ 28 V ： < 7 VA （計測センサ含む）
DC 11 ～ 40 V ： < 5 W （計測センサ含む）

電源の故障 / 停電 電源周波数の 1 周期以上異常が継続し た場合に判定し ます。
電源異常時は、 HistoROM/T-DAT で機器データ を保存し ます。

電位平衡 特別な処置は不要です。
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9.1.6 性能特性

基準条件  流体温度 ： +28 ℃ ± 2 K

 周囲温度 ： +22 ℃ ± 2 K

 ウ ォームア ッ プ時間 ： 30 分

取付 ：
 センサおよび変換器が正し く 接地されている こ と

 計測センサが正し く 設置されている こ と

最大計測誤差 計測誤差

計測誤差は、 複数の要因によ って決ま り ます。 本機器の計測誤差 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91 = 計   
測値の 0.5 %） と設置固有の誤差 （代表値 ： 計測値の 1.5 %） が区別されます。
設置固有の誤差は、 呼び口径、 管厚、 実際の管の形状、 流体などの現場の設置条件によ って決ま
り ます。 計測誤差の合計が、 計測点での計測誤差にな り ます。

A0011347

図 44: 呼び口径 200 A 以上の管における計測誤差の例

a 本機器の計測誤差 （0.5 % o.r. ± 3 mm/s）

b 設置条件によ る計測誤差 （代表値 ： 1.5 % o.r.）
c 計測点での計測誤差 ： 0.5 % o.r. ± 3 mm/s + 1.5 % o.r. = 2 % o.r. ± 3 mm/s 

計測点での計測誤差

計測点での計測誤差は、 機器の計測誤差 （0.5 % o.r.） と現場の設置条件によ る計測誤差から な り   
ます。流速 > 0.3 m/s、レ イ ノ ルズ数 > 10000 の場合、誤差範囲の代表値は以下のよ う にな り ます。

o.r. = 対指示値

0

0.5

2.0

3.5

%

m/s2 4 6 8 10 12

b

c

a

呼び口径 機器の誤差範囲 + 設置固有の誤差範囲（代表値） 計測点の誤差範囲（代表値）

15 A （½"） ±0.5 % o.r. ± 5 mm/s + ±2.5 % o.r.  ±3 % o.r. ± 5 mm/s

25 ～ 200 A ±0.5 % o.r. ± 7.5 mm/s + ±1.5 % o.r.  ±2 % o.r. ± 7.5 mm/s

> 200 A ±0.5 % o.r. ± 3 mm/s + ±1.5 % o.r.  ±2 % o.r. ± 3 mm/s
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計測レポー ト

必要に応じ て、 本機器の納入時に計測レポー ト を添付する こ と ができ ます。 本機器の計測精度の
証明は、 基準条件下で行います。 こ の と きセンサは、 呼び口径 15 A （½"） 、 25 A （1"） 、 40 A    
（1½"）、 50 A （2"）、 または 100 A （4"） の配管に取 り 付け られます。

この計測レポー ト によ り 、 以下の機器誤差範囲が保証されます 
（流速 > 0.3 m/s （1 ft/s）、 レ イ ノ ルズ数 > 10 000 時）。 

繰 り 返し性 最大 ± 0.3% （流速 > 0.3 m/s （0.98 ft/s） の場合）

9.1.7 運転条件 （設置条件）

取付方法 いずれの方向でも可 （垂直、 水平）
制限事項およびその他の設置方法 → 11 ページ

上流側 / 下流側直管長 ク ラ ンプオンバージ ョ ン→ 12 ページ

接続ケーブル長 シール ド ケーブルの長さは以下の通 り です。
5 m、 10 m、 15 m、 30 m、 60 m （50 ～ 4000 A のセンサにのみ使用可能）
15 feet、 30 feet、 45 feet、 90 feet、 180 feet （2" ～ 160" のセンサにのみ使用可能）

電気機器およびス イ ッ チ機器から十分離し てケーブルを配線し て く ださい。

センサ 呼び口径 機器の保証誤差範囲

プロ ソ ニ ッ ク W 15 A （½"）、 25 A （1"）、 40 A （1½"）、 50 A （2"） ±0.5 % o.r. ± 5 mm/s

プロ ソ ニ ッ ク W 100 A （4"） ±0.5 % o.r. ± 7.5 mm/s

o.r. = 対指示値
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9.1.8 動作条件 （環境）

周囲温度範囲 変換器

-25 ～ +60 ℃ （-13 ～ +140 °F）

周囲温度が -20 ℃ （-4 °F） 以下の場合、 表示部の視認性が悪化する可能性があ り ます。
変換器は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光は避けて く ださい。

センサ 

-20 ～ +80 ℃ （-4 ～ +176 °F）
オプシ ョ ン ： 0 ～ +130 ℃ （-32 ～ +265 °F）

センサは、 管に取 り 付けたま ま断熱材で覆 う こ と ができ ます。

接続ケーブル （センサ / 変換器）

 標準 （TPE-V） ： -20 ～ +80 ℃ （-4 ～ +175 °F） （多芯）

 標準 （PVC） ： -20 ～ +70 ℃ （-4 ～ +158 °F） （単芯）

 オプシ ョ ン （PTFE） ： -40 ～ +170 ℃ （-40 ～ +338 °F） （単芯）

! 注意 ! 
 センサは、 管に取 り 付けたま ま断熱材で覆 う こ と ができ ます。

 特に高温地域では、 変換器は日陰に取 り 付け、 直射日光に当た ら ないよ う にし て く ださい。

保管温度 保管温度は、 上述の測定用変換器、 関連する計測センサ、 および使用するセンサケーブルの周囲
温度範囲と同じです。

保護等級 変換器

IP 67 （NEMA 4X）

センサ

IP 67 （NEMA 4X）
オプシ ョ ン ： IP 68 （NEMA 6P）

耐衝撃 IEC 68-2-31 に準拠

耐振動性 最大 1g、 10 ～ 150 Hz の加速度、 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性 （EMC） IEC/EN 61326 および NAMUR 推奨基準 NE 21 に準拠 

センサの周波数範囲 （1 ～ 3 MHz） では、 5 V までのフ ェールセーフ値は計測値に影響し ません。

9.1.9 動作条件 （プロセス）

流体温度範囲 流量計測センサ プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）
-20 ～ +80 ℃ （-42 ～ +176 °F）
オプシ ョ ン ： 0 ～ +130 ℃ （+32 ～ +266 °F）

流体圧力範囲 （定格圧力） 理想的な計測を行 う には、 ガスの放出を避ける ため、 流体の静圧が蒸気圧よ り も高いこ と が必要
条件と な り ます。

圧力損失 圧力損失は発生し ません。
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9.1.10 構造

構成、 寸法 センサおよび変換器の寸法、 長さに関し ては、 「技術仕様書」 を参照し て く ださい。 
技術仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。 
入手可能な 「技術仕様書」 の リ ス ト は、 「資料番号」 （→ 74 ページ） にあ り ます。

質量  変換器ハウジング ： 2.4 kg （5.2 lb）

 流量計測センサ W （ク ラ ンプオン型） （取付レールおよび締付けバン ド を含む） ： 

2.8 kg （6.2 lb）

材質 変換器

ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： アル ミ ダ イ カ ス ト （粉体塗装）

センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）
 センサホルダ ： ステンレ ス 1.4308/ CF-8

 センサハウジング ： 304 ステンレ ス /DIN 1.4301/304

 締付けバン ド／ブラ ケ ッ ト ： 304 ステンレ ス /DIN 1.4301/304

 センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

接続ケーブル （センサ / 変換器）

 PVC/ TPE-V 接続ケーブル

- ケーブルシース ： PVC/ TPE-V
- ケーブルコネ ク タ ： ニ ッ ケル メ ッ キ処理真鍮 DIN 2.0401/ C38500

9.1.11 表示部、 ユーザイ ン タ フ ェース

表示部  液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 2 行 × 16 文字

 計測値およびステータ スの表示が設定可能

 積算計 × 1

操作部 3 つの操作キー （S、 O、 F）

リ モー ト 操作 HART プロ ト コル、 FieldCare

言語 英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス語
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9.1.12 認証、 認定

防爆認定 ご使用いただける防爆タ イプ （FM、 CSA） の機器に関する情報は、 最寄 り の弊社営業所も し く は
販売代理店にお問い合わせ く ださい。 爆発防止に関するすべての情報は、 別紙防爆資料に記載さ
れていますので、 必要に応じ てご注文 く ださい。

CE マーク 本製品が EC 指令で定められた要求事項に従い設計、 開発された製品であ る こ と を CE マーク添  
付によ って保証し ています。
開発された製品であ る こ と を CE マーク添付によ って保証し ています。

C-tick マーク 本機器は、 オース ト ラ リ ア通信 ・ 放送管理局 （ACMA） の EMC 要件に適合し ています。

その他の基準および 
ガ イ ド ラ イ ン

 EN 60529 ：

ハウジング保護等級 （IP コード）

 EN 61010-1

計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気装置のための安全要件

 IEC/EN 61326

「ク ラ ス A 要件に準拠する放射」 電磁適合性 （EMC）

 ANSI/ISA-61010-1 （82.02.01）

電気 / 電子試験、 計測、 制御、 および関連機器の安全規格 - 一般要件 汚染度 2

 CAN/CSA-C22.2    No. 1010.1-92

計測、 制御および実験室使用のための電気機器の安全要求 ：
汚染度 2、 設置カテゴ リ  II

 NAMUR NE 21 ：

工業用プロセスおよび実験処理用機器の電磁適合性

 NAMUR NE 43 ：

アナロ グ出力信号を持つデジ タル変換器が故障時に発信する レベルの標準化

 NAMUR NE 53 ：

フ ィ ール ド機器のソ フ ト ウ ェア とデジ タル部品を有する信号処理機器

9.1.13 注文情報

ご発注に際し ては、 注文情報をご利用 く ださ い。 また注文情報にない仕様につき ま し ては、 弊社
営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい。

9.1.14 アクセサリ

変換器およびセンサには、 各種のア ク セサ リ が用意されています。 → 52 ページ
具体的なオーダーコード については、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

9.1.15 資料番号

 流量計測 （FA005D）

 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91W 技術仕様書 （TI105D）

 防爆製品補足説明書 ： ATEX、 FM、 CSA
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10 機能説明

10.1 機能マ ト リ クス一覧
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10.2 MEASURING VALUES （計測する値） グループ

機能説明：MEASURING VALUES（計測する値）

! 注意 ! 
 ここに記載されているプロセス変数の工業単位は、SYSTEM UNITS（単位の選択）グループで設定で

きます（→ 79 ページを参照）。
 流体が逆方向に流れている場合、表示値にはマイナス符号が付きます。

VOLUME FLOW 
（体積流量）

体積流量を表示し ます。

表示内容：
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

（例 ： 5.5445 dm3/min、 1.4359 m3/h、 -731.63 gal/d）

SOUND VELOCITY 
（音速）

液体の音速の実際の計測値を表示し ます。

表示内容 ：

5 桁の固定小数点数 （および単位）

（例 ： 1400.0 m/s、 5249.3 ft/s）

FLOW VELOCITY 
（流速）

流速の実際の計測値を表示し ます。

表示内容 ：

5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

（例 ： 8.0000 m/s、 26.247 ft/s）

SIGNAL STRENGTH 
（信号強度）

信号強度を表示し ます。

表示内容 ：

4 桁の固定小数点数 

（例 ： 80.0 dB）

! 注意 ! 

計測の信頼性を確実な ものにするには、 プロ ソ ニ ッ ク フ ローの信号強度を 

> 30 dB 以上にする必要があ り ます。
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10.3 SENSOR SETUP （センサのセ ッ ト ア ッ プ） グループ

機能説明：SENSOR SETUP（センサのセットアップ）

SETUP
（セットアップ）

SENSOR SETUP （センサのセ ッ ト ア ッ プ） の一覧 ：

 SETUP （セ ッ ト ア ッ プ）

 LIQUID （液体）

 PIPE DATA （配管データ）

 LINER （ラ イ ニング）

 CONFIG. CHANNEL （チャ ンネル設定）

 POS. SENSOR （センサの位置）

 QUIT （終了）

SETUP （セ ッ ト ア ッ プ） ：LIQUID （液体）  TEMPERATURE （温度）  

SOUND VEL. LIQUID （液体の音速） PIPE MATERIAL （配管の材質）  
SOUND VEL.PIPE （配管の音速）  CIRCUMFERENCE （外周） 
PIPE DIAMETER （配管の外径）  WALL THICKNESS （配管の厚さ）  

LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質） SOUND VEL. LINER （ラ イ ニングの

音速） LINER THICKNESS （ラ イ ニングの厚さ）  SENSOR TYPE （センサタ

イプ） SENSOR CONFIG. （センサの設定）  CABLE LENGTH （ケーブルの

長さ）  POS.SENSOR （センサの位置） / WIRE LENGTH （ワ イヤの長さ）  
SENSOR DISTANCE （センサの間隔）

LIQUID （液体） ：LIQUID （液体）  TEMPERATURE （温度）  
SOUND VEL. LIQUID （液体の音速）

PIPE DATA （配管データ） ：PIPE MATERIAL （配管の材質）  
SOUND VEL.PIPE （配管の音速）  CIRCUMFERENCE （外周） 
PIPE DIAMETER （配管の外径）  WALL THICKNESS （配管の厚さ）

LINER （ラ イ ニング） ：LINER MATERIAL（ラ イ ニングの材質）  SOUND VEL. 

LINER （ラ イ ニングの音速） LINER THICKNESS （ラ イ ニングの厚さ）

CONFIG. CHANNEL （チャ ンネル設定） ：SENSOR TYPE （センサタ イプ）  
SENSOR CONFIG. （センサの設定）  CABLE LENGTH （ケーブルの長さ）

POS.SENSOR （センサの位置） ：POS.SENSOR （センサの位置） / WIRE 

LENGTH （ワ イヤの長さ）  SENSOR DISTANCE （センサの間隔）

センサを適切にセ ッ ト ア ッ プする ために、 以下の情報が必要です。
 液体の音速

 計測する流体の温度

 配管の外周または配管の外径

 配管材の音速

 配管の厚さ

 ラ イ ニング材の音速 （使用し ている場合）

 ラ イ ニング材の厚さ （使用し ている場合）

 センサタ イプ

 センサの配置 （ダ イ レ ク ト または反射モード）

 センサケーブルの長さ

相対的なセンサ位置と 比例定数 （ メ ーターフ ァ ク タ） は、 これらの用途に適し

たデータ を基にし て決ま り ます。

装置が適切に設置されていれば、 液体の音速、 配管の呼び口径、 センサ タ イ

プ、 およびセンサの配置を正確に指定する こ と によ り 、 装置の機能を引き出す

こ と ができ ます。

センサケーブルの長さ、 配管、 およびラ イ ニングの厚さ を正確に指定する こ と

によ り 、 計測の質が大き く 向上し ます。
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10.4 SYSTEM UNITS （単位の選択） グループ 

機能説明：SYSTEM UNITS（単位の選択）

プロセス変数の表示に使用する単位を選択し ます。

UNIT VOLUME FLOW
（体積流量の単位）

体積流量の表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

 体積流量の表示

 電流出力

 切替値 （体積流量の リ ミ ッ ト 値、 流れ方向）

 ローフ ロー

選択項目：
メ ー ト ル法 ：

立法センチ メ ー ト ル  cm3/s、 cm3/min、 cm3/h、 cm3/day

立法デシ メ ー ト ル  dm3/s、 dm3/min、 dm3/h、 dm3/day

立法 メ ー ト ル  m3/s、 m3/min、 m3/h、 m3/day

ミ リ リ ッ ト ル  ml/s、 ml/min、 ml/h、 ml/day

リ ッ ト ル  l/s、 l/min、 l/h、 l/day

ヘク ト リ ッ ト ル  hl/s、 hl/min、 hl/h、 hl/day

メ ガ リ ッ ト ル  Ml/s、 Ml/min、 Ml/h、 Ml/day

米国単位 ：

立法センチ メ ー ト ル  cc/s、 cc/min、 cc/h、 cc/day

エーカーフ ッ ト   af/s、 af/min、 af/h、 af/day

立方フ ッ ト   ft3/s、 ft3/min、 ft3/h、 ft3/day

液体オン ス  oz f/s、 oz f/min、 oz f/h、 oz f/day

ガロ ン  gal/s、 gal/min、 gal/h、 gal/day

キ ロガロ ン Kgal/s、 Kgal/min、 Kgal/h、 Kgal/day

メ ガガロ ン  Mgal/s、 Mgal/min、 Mgal/h、 Mgal/day

バレル （通常の流体 ： 31.5 ガロ ン / バレル）  bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （ビール ： 31.0 ガロ ン / バレル）  bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （石油化学製品：42.0 ガロ ン / バレル）  bbl/s、bbl/min、bbl/h、bbl/day

バレル （貯蔵タ ン ク ： 55.0 ガロ ン / バレル）  bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

英国単位 ：

ガロ ン  gal/s、 gal/min、 gal/h、 gal/day

メ ガガロ ン  Mgal/s、 Mgal/min、 Mgal/h、 Mgal/day

バレル （ビール ： 36.0 ガロ ン / バレル）  bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （石油化学製品：34.97 ガロ ン / バレル）  bbl/s、bbl/min、bbl/h、bbl/day

初期設定 ：

呼び口径と国によ って異な り ます。

（dm3/min...m3/h または US-gal/min）、

フルスケール値の初期設定単位に対応し ています。 → 111 ページ

UNIT VOLUME 
（体積の単位）

体積の表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

 積算計のステータ スの表示

 積算計の単位

 パルス値 （例 ： m3/p）

選択項目 ：

メ ー ト ル法  cm3、 dm3、 m3、 ml、 l、 hl、 Ml

米国  cc、 af、 ft3、 oz f、 gal、 Kgal、 Mgal、 bbl （通常の流体）、 bbl （ビール）、   

bbl （石油化学製品）、 bbl （貯蔵タ ン ク）

英国  gal、 Mgal、 bbl （ビール）、 bbl （石油化学製品）

初期設定 ：

呼び口径と国によ って異な り ます （dm3...m3 または US-gal） 。 積算計の初期設  

定単位に対応し ています。 → 111 ページ

 



機能説明 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 91

80 エン ド レスハウザー ジ ャパン

UNIT TEMPERATURE  
（温度の単位）

温度の単位を選択し ます。

! 注意 ! 

液体温度は、 TEMPERATURE （温度） 機能で設定し ます （→ 98 ページ）。

選択項目 ：

℃ （摂氏）

  K （ケルビン）

°F （華氏）

°R （ラ ンキン）

初期設定 ：

℃

UNIT VELOCITY 
（速度の単位）

速度の単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

 音速

 流速

選択項目 ：

m/s

ft/s

初期設定 ：

m/s

UNIT VISCOSITY 
（粘度の単位）

液体粘度の単位を選択し ます。

選択項目 ：

mm2/s

cSt

St

初期設定 ：

mm2/s

UNIT  LENGTH 
（長さの単位）

長さ の単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

 呼び口径

 直径

 配管の厚さ

 ラ イ ニングの厚さ

 ワ イヤの長さ

 センサの間隔

選択項目 ：

MILLIMETER

INCH

初期設定 ：

MILLIMETER 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能説明：SYSTEM UNITS（単位の選択）
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10.5 OPERATION （オペレーシ ョ ン） グループ

機能説明：OPERATION（オペレーション）

LANGUAGE（言語） テキス ト 、 パラ メ ータ、 および メ ッ セージを現場指示計に表示する言語を選択

し ます。

選択項目 ：

ENGLISH （英語）

DEUTSCH （ド イ ツ語）

FRANCAIS （フ ラ ン ス語）

ESPANOL （スペイ ン語）

ITALIANO （イ タ リ ア語）

初期設定 ：

国によ って異な り ます。 初期設定を参照 → 111 ページ以降

! 注意 ! 

起動時に OS キーを同時に押すと 、 言語は "ENGLISH （英語） " に戻 り ます。

ACCESS CODE 
（アクセスコード）

本機器のデータはすべて、 不注意によ る変更から保護されています。

この機能でア ク セス コード を入力する まで、プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク されてお 

り 、 設定を変更する こ と はでき ません。 任意の機能で P キーを押すと 、 本機器 

は自動的に この機能に切替わ り 、 ア ク セス コード の入力画面にな り ます （プロ 

グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている場合）。

プラ イベー ト  コード を入力する と、プロ グ ラ ム ミ ングのロ ッ ク を解除でき ます 

（初期設定 = 91、DEFINE PRIVATE CODE （プラ イベー ト コード） 機能を参照）。

ユーザ入力 ：

0 ～ 9999 （最大 4 桁の数字）

! 注意 ! 

 60 秒間キー操作を行わない と、 プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク され、 次に HOME 

画面に自動的に戻 り ます。

 この機能で任意の数字 （プラ イベー ト  コード以外） を入力する と 、 プロ グ

ラ ミ ングを ロ ッ クする こ と ができ ます。

 プラ イベー ト  コード がわか ら な く なった場合は、 弊社サービ スにお問い合

わせ く ださい。

DEF.PRIVATE CODE
（プライベートコード）

プロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク を解除する ためのパーソナル コード を入力し ます。

ユーザ入力：
0 ～ 9999 （最大 4 桁の数字）

初期設定：
91

! 注意 ! 

 この機能は、 ACCESS CODE （ア ク セス コード） 機能でプラ イベー ト  コー

ド を入力し た場合にだけ表示されます。

 コード "0" を入力する と、 常にプロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク が解除された状態

にな り ます。

 このコード を変更するには、 事前にプロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク を解除する必

要があ り ます。

プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている時はこの機能は使用できず、第三者によ

る コード変更を防ぐ こ と ができ ます。
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T-DAT SAVE/LOAD
（T-DAT 保存 / 読込み）

変換器の設定を変換器の DAT （T-DAT） に保存し た り 、 T-DAT から EEPROM   

へ設定を ロード でき る よ う にし ます （マニュ アル バッ ク ア ッ プ機能）。

適用例 ：

 基本設定後、 実際の計測点のパラ メ ータ をバッ ク ア ッ プ と し て T-DAT に保

存する こ と ができ ます。

 変換器を交換し た と きに、 T-DAT から新しい変換器 （EEPROM） にデータ

を読み込むこ と ができ ます。

選択項目：
CANCEL （キ ャ ンセル）

SAVE （保存） （EEPROM か ら T-DAT へ）

LOAD （読込み） （T-DAT から EEPROM へ）

初期設定：
CANCEL （キ ャ ンセル）

! 注意 ! 

 コ ピー先の機器のソ フ ト ウ ェ アが古い場合、 メ ッ セージ "TRANSM. SWDAT

（変換器ソ フ ト ウ ェ ア DAT） " が起動中に表示されます。 こ の場合、 SAVE

（保存） 機能しか使用でき ません。

 LOAD （読込み）

この機能は、 コ ピー先の機器の ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが、 コ ピー元の機器

と 同じかそれよ り 新しい場合に限って可能です。

 SAVE （保存）

この機能は常に使用でき ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能説明：OPERATION（オペレーション）
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10.6 USER INTERFACE （ユーザーイ ン ターフ ェース） グループ

機能説明：USER INTERFACE（ユーザーインターフェース）

FORMAT 
（フォーマット）

1 行目の指示値に表示する、 数値の小数部の最大桁数を指定し ます。

選択項目 ：

XXXXX.

XXXX.X

XXX.XX 

XX.XXX

X.XXXX

初期設定 ：

X.XXXX

! 注意 ! 

 この設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意

し て く ださい。 システムの計算精度には影響し ません。

 この設定および設定し た工学単位によ っては、 機器が計算し た小数部が表

示されないこ と があ り ます。 そのよ う な場合は、 計測値 と工学単位の間に

矢印が表示されます （例 ： 1.2  l/h）。 これは、 本機器が、 表示可能な小数

部よ り も多 く の桁数を計算し ている こ と を示し ています。

CONTRAST LCD
（LCD コントラスト）

デ ィ スプレ イの設置場所の環境に合わせて、 コ ン ト ラ ス ト を調整し ます。

ユーザ入力 ：

10 ～ 100%

初期設定 ：

50%

TEST DISPLAY 
（ディスプレイテスト）

現場指示計の動作性能と ピ ク セルをテス ト し ます。

選択項目 ：

OFF （オフ）

ON （オン）

初期設定 ：

OFF （オフ）

テスト手順：

1. ON （オン） を選択し て、 テス ト を開始し ます。

2. 1、 2、 3 行目のピ ク セルすべてが 0.75 秒以上暗 く な り ます。

3. 1、 2、 3 行目の各フ ィ ール ド に "8" の文字が 0.75 秒以上表示されます。

4. 1、 2、 3 行目の各フ ィ ール ド に "0" の文字が 0.75 秒以上表示されます。

5. 1、 2、 3 行目の各フ ィ ール ド に何も表示されない （空白状態） が 0.75 秒以   

上表示されます。

テス ト が完了する と 現場指示計は初期状態に戻 り 、 設定は OFF （オフ） にな り  

ます。
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10.7 TOTALIZER （積算計） グループ

機能説明：TOTALIZER（積算計）

SUM（合計） 計測を開始し てからの積算値を表示し ます。

 表示される値は、 以下の要素に応じ て正の場合も負の場合も あ り ます。

 流れの方向

および / または

 MEASURING MODE （測定モード） 機能の設定 → 104 ページ

表示内容 ：

最大 6 桁の浮動小数点数 （および単位と符号） （例 ： 15467.4 m3）

! 注意 ! 

 障害時の積算計の応答は、 FAILSAFE MODE （フ ェールセーフモード） 機能

で指定し ます。 → 107 ページ

 積算計の単位は、 UNIT VOLUME （体積の単位） 機能で指定し ます。 

→ 79 ページ

OVERFLOW 
（オーバーフロー）

計測を開始し てからのオーバーフ ローの積算値を表示し ます。

合計流量は、 最大 6 桁の浮動小数点数で表示されます。 こ の機能を使用し て、  

その値 （>9,999,999） を超え る数値をオーバーフ ロー と し て表示する こ と がで

き ます。 し たがって、 有効流量は、 OVERFLOW （オーバーフ ロー） 機能の値

に SUM （合計） 機能の値を加えた値にな り ます。

例：
2 つのオーバーフ ローの指示値 ： 2 E7 dm3 （= 20,000,000 dm3）

SUM （合計） 機能の表示値 = 196,845 dm3

有効合計流量 = 20,196,845 dm3

表示内容 ：

整数の仮数部と  10 のべき乗 （および符号と単位）。 例 ： 2 E7 dm3

RESET TOTALIZER
（積算計のリセット）

積算計の合計およびオーバーフ ローを " ゼロ " に リ セ ッ ト し ます （RESET （ リ   

セ ッ ト ） 機能と 同じ）。

選択項目 ：

NO （いいえ）

YES （はい）

初期設定 ：

NO （いいえ）
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10.8 CURRENT OUTPUT （電流出力） グループ

機能説明：CURRENT OUTPUT（電流出力）

! 注意 ! 
CURRENT OUTPUT（電流出力）グループは、BUS ADDRESS（バスアドレス）機能に値 "0" が入力され
ている場合にだけ有効です。→ 92 ページ

CURRENT RANGE
（電流範囲）

電流の範囲を指定し ます。電流出力は、NAMUR 推奨基準に準拠し た電流値 （最 

大 20.5 mA）、 または最大 25 mA まで設定でき ます。

選択項目 ：

OFF （オフ）

4 ～ 20 mA （25 mA）

4 ～ 20 mA （25 mA） HART

4 ～ 20 mA NAMUR

4 ～ 20 mA HART NAMUR

4 ～ 20 mA US

4 ～ 20 mA HART US

初期設定 ：

4 ～ 20 mA （25 mA） HART NAMUR

電流範囲、動作範囲、およびアラーム信号レベル

a0005392

A = 動作範囲

m = 動作範囲

n = ア ラーム信号を送出する下側のレベル

o = ア ラーム信号を送出する上側のレベル

p = スケー リ ング されたフルスケール値
Q = 流量

! 注意 ! 

 計測値が計測レ ンジ （VALUE 20 mA （20 mA の値） 機能で設定 → 86 ページ）

を超えた場合、 注意 メ ッ セージが示されます。

 障害が発生し た場合の電流出力は、 FAILSAFE MODE （フ ェールセーフモー

ド） 機能での設定に従います。 → 107 ページ

20

0

I [mA]

Q

m

n

o

p

A

4-20 mA NAMUR

4-20 mA US

4-20 mA (25 mA)

3.8 - 20.5 mA 3.5 22.6

3.9 - 20.8 mA 3.75 22.6

4 - 24 mA 2 25

4-20 mA HART NAMUR 3.8 - 20.5 mA 3.5 22.6

4-20 mA HART US 3.9 - 20.8 mA 3.75 22.6

4-20 mA (25 mA) HART 4 - 24 mA 2 25

n                  om

OFF 4 mA - -
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VALUE 20 mA 
（20 mA の値）

20 mA の電流に流量値を割当てます。 割当て る値は、 正でも負でもかまいませ  

ん。 計測レ ンジは、 VALUE 20 mA （20 mA の値） で指定する こ と によ り 決ま り     

ます。

SYMMETRY （正 / 負両方向） 測定モード （→ 104 ページ） では、 割当てた値は  

両方向の流れに適用されますが、 STANDARD （正方向） 測定モード では、 指定

し た方向だけ しか適用されません。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数と 符号

初期設定 ：

呼び口径と国によ って異な り ます。[ 値 ] / / [dm3...m3 または US-gal...US-Mgal]

フルスケール値の初期設定値に対応し ています。 → 111 ページ

! 注意 ! 

 この機能の単位は、 SYSTEM UNITS （単位の選択） グループで設定し た単位

です。 → 79 ページ

 4 mA の値は、 常に、 流量ゼロ （0 [ 単位 ]） に対応し ています。

この値は固定値で変更でき ません。

TIME CONSTANT 
（時定数）

激し く 変動するプロセス変数に対する出力信号の応答の速さ を入力し ます。 応

答を速 く する場合は小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時定数を入力

し ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0.01 ～ 100.00 s

初期設定 ：

1.00 s

機能説明：CURRENT OUTPUT（電流出力）
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10.9 PULSE/STATUS OUTPUT （パルス / ステータ ス出力） グループ 

機能説明：PULSE/STATUS OUTPUT（パルス / ステータス出力）

OPERATION MODE
（出力モード）

出力をパルス出力、 またはステータ ス出力と し て設定し ます。 この機能グルー

プで使用でき る機能は、 こ こ で選択し た項目によ って異な り ます。

選択項目 ：

OFF （オフ）

PULSE （パルス）

STATUS （ステータ ス）

初期設定 ：

PULSE （パルス）

PULSE VALUE 
（パルス値）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ OPERATION MODE （出力モード） 機能 

で PULSE （パルス） を選択し てお く 必要があ り ます。

1 パルスあた り の流量を指定し ます。これらのパルスは外部積算計で合計でき、 

計測開始からの総流量を この方法で記録する こ と ができ ます。

SYMMETRY （正 / 負両方向） 測定モード （→ 104 ページ） では、 割当てた値は  

両方向の流れに適用されますが、 STANDARD （正方向） 測定モード では、 正方

向のみ適用されます。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 ：

呼び口径と国によ って異な り ます。 [ 値 ] [dm3...m3 または US-gal] / パルス

パルス値の初期設定値に対応し ています。 → 111 ページ

! 注意 ! 

この機能の単位は、SYSTEM UNITS（単位の選択）グループで設定し た単位です。

PULSE WIDTH 
（パルス幅）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ OPERATION MODE （出力モード） 機能 

で PULSE （パルス） を選択し てお く 必要があ り ます。

出力パルスの最大幅を入力し ます。

ユーザ入力：
5 ～ 2000 ms

初期設定：
100 ms

パルス出力の幅は、 こ の機能で入力し た値 (B) にな り ます。各パルスの間隔 (P)   

は自動設定されます。 ただし、 パルス間隔は少な く と もパルス幅に対応し ます

(B = P)。

a0001233-en

P= 各パルスの間隔

B = 入力し たパルス幅 （図は正パルスの場合）

" 警告 ! 

" 警告 ! 

パルス数が多すぎて選択し た幅のパルス を出力でき ない場合は、 バッ フ ァ リ ン

グ （パルス メ モ リ ） が起こ り ます （→ 87 ページ の PULSE VALUE （パルス値）    

機能を参照） 。 4 秒以内に出力されないほど大量のパルスが メ モ リ に蓄積する 

と 、 システム エラー メ ッ セージ RANGE PULSE （パルス オーバー） が表示さ    

れます。

! 注意 ! 

 パルス幅を選択する と きには、 外部積算計 （機械式積算計、 PLC など） で

処理でき る値を選択し て く ださい。

 障害が発生し た場合のパルス出力は、 FAILSAFE MODE （フ ェールセーフ

モード） 機能での設定に従います。 → 107 ページ
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OUTPUT SIGNAL
（出力の形態）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ OPERATION MODE （出力モード） 機能

で PULSE （パルス） を選択し てお く 必要があ り ます。

た と えば、 外部カ ウ ン タに一致する よ う に出力を設定し ます。 用途に応じ て、

パルスの方向を選択でき ます。

選択項目 ：

PASSIVE - POSITIVE （パッ シブ - プラ ス）

PASSIVE - NEGATIVE （パッ シブ - ネガテ ィ ブ）

初期設定 ：

PASSIVE - NEGATIVE （パッ シブ - ネガテ ィ ブ）

ASSIGN STATUS 
OUTPUT

（ステータス出力の割
当て）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ OPERATION MODE （出力モード） 機能

で STATUS （ステータ ス） を選択し てお く 必要があ り ます。

ステータ ス出力の設定

選択項目 ：

ON （オン） （稼動）

ALARM （ア ラーム）

NOTICE MESSAGE （注意 メ ッ セージ）

ALARM （ア ラーム） または NOTICE MESSAGE （注意 メ ッ セージ）

FLOW DIRECTION （流れ方向）

VOLUME FLOW LIMIT VALUE （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

初期設定 ：

ALARM （ア ラーム）

! 注意 ! 

 ステータ ス出力の動作は常時閉 （NC） で、 通常のエラーのない計測状態で

は出力は閉 （ ト ラ ンジス タ導通） です。

 ステータ ス出力のス イ ッ チング特性に関する説明に従って く ださい。

→ 91 ページ

SWITCH-ON POINT
（スイッチオンポイン
ト）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ ASSIGN STATUS OUTPUT （ステータ ス

出力の割当て） で、 LIMIT VALUE （ リ ミ ッ ト 値） または FLOW DIRECTION （流

れ方向） を選択し てお く 必要があ り ます。

ス イ ッ チオン （ステータ ス出力プルア ッ プ） の値を割当てます。

この値は、 ス イ ッ チオフの値と 同じで も、 または大き く と も小さ く と もかまい

ません。

割当てる値は、 正で も負で もかまいません。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 ：

0 [ 単位 ]

! 注意 ! 

 この機能の単位は、 SYSTEM UNITS （単位の選択） グループで設定し た単位

です。

 流れ方向の出力では、 ス イ ッ チオンの値のみが使用でき ます （ス イ ッ チオ

フの値はな し）。 流量ゼロ以外の値 （5 など） を入力し た場合、 流量ゼロ と

入力値と の差がス イ ッ チ切 り 替え ヒ ステ リ シスの半分にな り ます。

機能説明：PULSE/STATUS OUTPUT（パルス / ステータス出力）
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SWITCH-OFF POINT
（スイッチオフポイン
ト）

! 注意 ! 

この機能を使用するには、 あ らかじめ ASSIGN STATUS OUTPUT （ステータ ス   

出力の割当て）で、LIMIT VALUE（ リ ミ ッ ト 値）を選択し てお く 必要があ り ます。

ス イ ッ チオフ （ステータ ス出力 ド ロ ッ プオフ） の値を割当てます。

この値は、 ス イ ッ チオンの値と 同じで も、 または大き く と も小さ く と もかまい

ません。

割当てる値は、 正で も負で もかまいません。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 ：

0 [ 単位 ]

! 注意 ! 

 この機能の単位は、 SYSTEM UNITS （単位の選択） グループで設定し た単位

です。

 MEASURING MODE （測定モード） 機能で SYMMETRY （正 / 負両方向） を

選択し、 ス イ ッ チオン と ス イ ッ チオフに対し て異な る符合の値を選択し た

場合には、 注意 メ ッ セージ INPUT RANGE EXCEEDED （入力範囲オーバー）

が表示されます。

機能説明：PULSE/STATUS OUTPUT（パルス / ステータス出力）
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10.9.1 ステータ ス出力の応答

概要

LIMIT VALUE （ リ ミ ッ ト 値） または FLOW DIRECTION （流れ方向） のステータ ス出力を設定し   
てお く と、 SWITCH-ON POINT （ス イ ッ チオンポ イ ン ト ） と  SWITCH-OFF POINT （ス イ ッ チオ   
フポイ ン ト ） 機能でし きい値を指定する こ と ができ ます。 プロセス変数が指定済みのいずれかの
値に到達する と、 下図に示すよ う にステータ ス出力が切替わ り ます。

流れ方向に設定し たステータ ス出力

a = ステータ ス出力 （導通）
b = ステータ ス出力 （非導電）

ON-VALUE （オンの値） 機能に入力し た値が、 正負の流れ方向の し き い値にな り ます。 た と え
ば、 指定し た し きい値が = 1 m3/h の場合、 ステータ ス出力は、 -1 m3/h （非導通） でオフにな り 、     
+1 m3/h （導通） でオンにな り ます。 プロ セスで直接切替 （切替 ヒ ス テ リ シス な し） が必要な場 
合は、 し きい値を "0" に設定し ます。 ローフ ローカ ッ ト オフを使用する場合は、 ヒ ステ リ シスの  
値を ローフ ローカ ッ ト オフの値以上に設定する こ と をお奨めし ます。

リ ミ ッ ト 値に設定し たステータ ス出力

プ ロ セス変数が指定された し き い値を下回る か上回る と、 ス テータ ス出力は直ちに切替わ り ま
す。

用途 ： 流量やプロセスに関する境界条件の監視

a0001235

 A = （最大安全） ： 

 m ス イ ッ チオフの値  n ス イ ッ チオンの値

 B = （最小安全） ： 

 m ス イ ッ チオフの値  n ス イ ッ チオンの値

 C = （最小安全） ： 

 m ス イ ッ チオフの値 = n ス イ ッ チオンの値 （こ の設定は使用し ない）

 o = リ レーが非励磁状態 

スイッチオフの値 / スイッチオンの値

a0001236

-1 0 +1 a

b

-Q Q

t

o o

nnm

o

nm

A B C

m
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10.9.2 ステータ ス出力のスイ ッ チ切替

機能 ステータス オープンコレクタの動作
（トランジスタ）

ON （オン） （稼動） システムが測定モード 導通

A0001237

システムが非測定モード

（電源異常時）

非導通

A0001239

ALARM （ア ラーム） システム OK 導通

A0001237

ア ラーム  出力 / 入力 / 積

算計のエラー応答 

非導通

A0001239

NOTICE MESSAGE

（注意 メ ッ セージ）

システム OK 導通

A0001237

（システムエラーまたはプロ

セスエラー） 注意  計測を

継続 

非導通

A0001239

ALARM （ア ラーム）

または 

NOTICE MESSAGE

（注意 メ ッ セージ）

システム OK 導通

A0001237

ア ラーム  フ ェールセーフ

モード または 

注意  計測を継続

非導通

A0001239

FLOW  

DIRECTION 

（流れ方向）

正方向

a0001241

導通

A0001237

逆方向

a0001242

非導通

A0001239

VOLUME FLOW 

LIMIT VALUE 

（体積流量の リ ミ ッ

ト 値）

リ ミ ッ ト 値を越えていない

a0001243

導通

A0001237

リ ミ ッ ト 値を越えている 

（同時に設定不可）

a0001244

非導通

A0001239

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX
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10.10 COMMUNICATION （通信） グループ

機能説明：COMMUNICATION（通信）

! 注意 ! 
通信グループは、CURRENT RANGE（電流範囲）機能で HART が選択されている場合にだけ表示されま
す。

TAG NAME 
（タグ番号）

機器のタ グ番号を入力し ます。 タ グ番号は、 現場指示計または HART プロ ト コ  

ルを使用し て編集と 表示ができ ます。

ユーザ入力 ：

最大 8 文字のテキス ト 、使用でき る文字：A-Z、0-9、+、-、_、スペース、ピ リ オ ド

初期設定 ：

"_ _ _ _ _ _ _ _" （テキス ト な し）

TAG DESCRIPTION
（タグの説明）

機器のタ グの説明を入力し ます。 タ グの説明は、 現場指示計または HART プロ  

ト コルを使用し て編集と表示ができ ます。

ユーザ入力 ：

最大 16 文字のテキス ト 、 使用でき る文字 ： 0-9、 +、 -、 _、 スペース、 ピ リ オ ド

初期設定 ：

"_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _" （テキス ト な し）

FIELDBUS ADDRESS
（バスアドレス）

HART プロ ト コルでのデータ交換に使用する ア ド レ ス を指定し ます。

ユーザ入力 ：

0 ～ 15

初期設定 ：

0

! 注意 ! 

ア ド レ ス 1 ～ 15 ： 4 mA の定電流を使用し ます。

WRITE PROTECT 
（上書き禁止）

HART の上書き禁止を有効にし ます。

選択項目 ：

OFF （オフ） = HART プロ ト コルによ る編集 / 読込み可 

ON （オン） = HART プロ ト コルによ る上書き禁止 （読込みだけ可）

初期設定 ：

OFF （オフ）

MANUFACTURER ID
（製造者 ID）

10 進数で製造者 ID を表示し ます。

表示内容 ：

- Endress+Hauser

- 17 （ 11 hex） が Endress+Hauser の ID です。

DEVICE ID（機器 ID） 16 進数で機器 ID を表示し ます。

表示内容 ：

62 hex （ 98 dez） がプロ ソ ニ ッ ク フ ロー 91 の機器 ID です。
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10.11 PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メ ータ） グループ 

機能説明：PROCESS PARAMETER（プロセスパラメータ）

ON-VALUE LOW 
FLOW CUT OFF

（ローフローカットオ
フ オンの値）

ローフ ローカ ッ ト オフ をオンにする値を入力し ます。

入力し た値が 0 以外の場合、 ローフ ローカ ッ ト オフはア ク テ ィ ブです。 デ ィ ス  

プレ イの流量値の符号が反転表示され、 ローフ ローカ ッ ト オフが効いている こ

と を示し ます。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 ：

呼び口径と国によ って異な り ます。 [ 値 ] / [dm3...m3 または US-gal]

ローフ ローカ ッ ト オフの初期設定値に対応し ています。 → 111 ページ

! 注意 ! 

この機能の単位は、SYSTEM UNITS（単位の選択）グループで設定し た単位です。

ス イ ッ チオフの値は、 ス イ ッ チオンの値の 50% を正の ヒ ステ リ シス と し て入力  

し ます。

a0001245

Q 流量 [ 体積 / 時間 ]

t 時間

H ヒ ステ リ シス

a ローフ ローカ ッ ト オフ をオンにする値 = 200 dm3/h

b ローフ ローカ ッ ト オフ をオフにする値 = 50%

c ローフ ローカ ッ ト オフがア ク テ ィ ブ

1 ローフ ローカ ッ ト オフは 200 dm3/h でオン

2 ローフ ローカ ッ ト オフは 300 dm3/h でオフ

1

c c

Q

t

1

2
b

a

2

H
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ZERO POINT 
ADJUSTMENT 

（ゼロ点調整）

ゼロ点調整を自動的に開始し ます。 本機器で新たに指定し たゼロ点は、 ZERO

POINT （ゼロ点） 機能で使用されます。

選択項目 ：

CANCEL （キ ャ ンセル）

START （ス ター ト ）

初期設定 ：

CANCEL （キ ャ ンセル）

! 注意 ! 

 センサを交換し た場合は、 ゼロ点調整を実行する必要があ り ます。 確定し

た値が 3 ns を超えないよ う にし て く ださい。 値が上回った場合は、 配管の

流量が実際にゼロか確認し て く だ さい。 た と えば、 日光によ って配管が暖

められ、 その結果液体が移動し、 それが流量と し て計測されている場合も

あ り ます。

 ゼロ点調整中、 プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク され、 ZEROPOINT ADJUST 

RUNNING （ゼロ点調整中） と い う メ ッ セージが表示されます。

 ゼロ点調整ができ ない場合 （v ＞ 0.1 m/s の場合など）、 またはゼロ点調整

がキ ャ ンセルされた場合は、 ZERO ADJUST NOT POSSIBLE （ゼロ調整不可

能） と い う 警告 メ ッ セージが表示されます。

ZERO POINT 
（ゼロ点）

計測配管と計測センサのゼロ点補正値を表示し ます。 

表示内容 ：

最大 5 桁の数値

初期設定 ：

0 ns

機能説明：PROCESS PARAMETER（プロセスパラメータ）
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10.12 PIPE DATA （配管データ） グループ

機能説明：PIPE DATA（配管データ）

PIPE MATERIAL 
（配管の材質）

配管の材質を表示させる ために こ の機能を使います。 PIPE STANDARD （配管 

の規格） 機能でオプシ ョ ンを選択する こ と によ って、 表示される内容は決ま り

ます。 設定されている値 （配管の材質） を変更する と 、 それに連動し て配管の

規格が OTHER （その他） に リ セ ッ ト され、 NOMINAL DIAMETER （呼び口径）  

機能は非表示にな り ます。 

PIPE STANDARD （配管の規格） 機能で OTHER （その他） を選択し た場合は、  

配管の規格が設定されない状態と な り ますので、 必ず配管の材質を入力し て く

ださい。

選択項目 ：

CARBON STEEL （カーボン スチール）

DUCTILE IRON （ダ ク タ イル鋳鉄）

STAINLESS  STEEL （ステンレ ス鋼）

ALLOY C （ア ロ イ C）

PVC （塩化ビニル）

GRP （ガ ラ ス強化プ ラ スチ ッ ク） *

ASBESTOS CEMENT （石綿セ メ ン ト ）

PE （ポ リ エチレ ン）

LDPE （低密度ポ リ エチレ ン）

HDPE （高密度ポ リ エチレ ン）

PVDF （ポ リ フ ッ化ビニデ リ ン）

PTFE （フ ッ素樹脂）

PA （ポ リ ア ミ ド）

PP （ポ リ プロ ピ レ ン）

GLASS PYREX （パイ レ ッ ク ス）

OTHER （その他）

初期設定 ：

STAINLESS  STEEL （ステンレ ス鋼）

! 注意 ! 

* GRP は推奨されていません。

SOUND VELOCITY 
PIPE 

（配管の音速）

配管の材質の音速を表示し ます。 

配管の音速の指定は必須です。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 800 ～ 6500 m/s

初期設定 ：

3120 m/s 

CIRCUMFERENCE
（外周）

配管の外周を表示し ます。 

配管の外周または配管の外径の指定は必須です。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 31.4 ～ 15,700.0 mm

初期設定 ：

279.3 mm

PIPE DIAMETER 
（配管の外径）

配管の外径を表示し ます。 

配管の外径または配管の外周の指定は必須です。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 10.0 ～ 5000.0 mm

初期設定 ：

33.7 mm （15 ～ 65 A）

88.9 mm （50 ～ 4000 A）
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WALL THICKNESS
（配管の厚さ）

配管の厚さ を指定し ます。 

配管の厚さ の指定は必須です。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0.1 ～ 最大 1000 mm （呼び口径に応じ て変化）

初期設定 ：

3.2 mm

機能説明：PIPE DATA（配管データ）
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10.13 LINER （ラ イニング） グループ

機能説明：LINER（ライニング）

LINER MATERIAL 
（ライニングの材質）

配管のラ イ ニングの材質を指定し ます。 

ラ イ ニングがあ る場合は、 ラ イ ニングの材質の指定は必須です。

選択項目 ：

LINER NONE （ラ イ ニングな し）

MORTAR （モルタル）

RUBBER （ゴム）

TAR EPOXY （タールエポキシ）

OTHER （その他）

初期設定 ：

LINER NONE （ラ イ ニングな し）

SOUND VELOCITY 
LINER 

（ライニングの音速）

ラ イ ニングの音速を表示し ます。 LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質） 機能 

で材質を選択する こ と によ って指定し ます。 設定されている値を変更する と、

ラ イ ニングの材質が OTHER （その他） に リ セ ッ ト されます。 

LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質） 機能で OTHER （その他） が選択され  

ている場合は、 ラ イ ンニングの音速を入力する必要があ り ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 800 ～ 6500 m/s

初期設定 ：

LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質） 機能での設定によ り 異な り ます。

LINER THICKNESS
（ライニングの厚さ）

ラ イ ニングの厚さ を指定し ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0.0 ～ 99.9 mm

初期設定 ：

0 mm
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10.14 LIQUID DATA （液体データ） グループ

機能説明：LIQUID DATA（液体データ）

LIQUID（液体） 配管内の液体を選択し ます。

選択項目 ：

WATER （水）

SEA WATER （海水）

DISTILLED WATER （蒸留水）

AMMONIA （アンモニア水）

ALCOHOL （アルコール）

BENZENE （ベンゼン）

BROMIDE （ブロマ イ ド）

ETHANOL （エタ ノール）

GLYCOL （グ リ コール）

KEROSENE （ケ ロ シン）

MILK （ ミ ルク）

METHANOL （ メ タ ノール）

TOLUOL （ ト ルオール）

LUBE OIL （潤滑油）

FUEL OIL （燃料油）

PETROL （ガ ソ リ ン）

OTHER （その他）

初期設定 ：

WATER （水）

! 注意 ! 

項目を選択する こ と によ り 、 音速と 粘度の値が決ま り ます。 OTHER （その他）

を選択し た場合は、 SOUND VELOCITY LIQUID （液体の音速） と  VISCOSITY   

（粘度） 機能で、 値を入力する必要があ り ます。

TEMPERATURE 
（温度）

液体のプロセス温度を指定し ます。 この値は、 音速に関連し、 センサの間隔の

決定に影響し ます。 本機器に最も適し た設定を行 う する ために、 通常の操作条

件でのプロセス温度を入力し て く ださい。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 -273.15 ℃ ～ 726.85 ℃

初期設定 ：

20 ℃
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SOUND VELOCITY 
LIQUID 

（液体の音速）

液体の音速を表示し ます。 こ の値は、 LIQUID （液体） と TEMPERATURE （温 

度） 機能の値に よ って決定し ます。 設定さ れてい る値を変更する と、 LIQUID

（液体） 機能が OTHER （その他） に リ セ ッ ト されます。

使用する液体が LIQUID （液体） 機能の選択項目にないため、 OTHER （その他） 

を選択し た場合は、 液体の音速を入力する必要があ り ます。

変換器の捕捉範囲 ：

機器は、 指定された音速範囲内で測定信号を捕捉し ます。 捕捉範囲は、 SOUND

VELOCITY NEGATIVE （音速マ イ ナス） ま たは SOUND VELOCITY POSITIVE    

（音速プ ラ ス） 機能で指定し ます。 液体の音速が捕捉範囲外の場合は、 エ ラー

メ ッ セージが表示されます。

! 注意 ! 

信号状態が悪い （信号強度が ＜ 50% ） 場合には、 狭い範囲を選択する こ と を   

お奨めし ます。

a0001246

1 = 液体の音速

n = 捕捉範囲の下限 ： SOUND VELOCITY NEGATIVE （音速マ イナス） で指定

o = 捕捉範囲の上限 ： SOUND VELOCITY POSITIVE （音速プ ラ ス） で指定

ユーザ入力 ：

固定小数点数 400 ～ 3000 m/s

初期設定：
1487.4 m/s 

VISCOSITY（粘度） 液体の粘度を表示し ます。 こ の値は、 LIQUID （液体） と TEMPERATURE （温 

度） 機能の値に よ って決定し ます。 設定さ れてい る値を変更する と、 LIQUID

（液体） が OTHER （その他） に リ セ ッ ト されます。 使用する液体が LIQUID （液  

体） 機能の選択項目にないため、 OTHER （その他） を選択し た場合は、 液体の

粘度を入力する必要があ り ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0.0 ～ 5000.0 mm2/s

初期設定 ：

1 mm2/s 

SOUND VELOCITY  
NEGATIVE 

（音速マイナス）

液体の音速の捕捉範囲下限を指定し ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0 ～ 1000 m/s

初期設定 ：

500 m/s

! 注意 ! 

SOUND VELOCITY LIQUID （液体の音速） 機能の説明を よ く お読み く ださい。

 

 

 

 

機能説明：LIQUID DATA（液体データ）

1

v [m/s]
2

0-1000

3

0-1000



機能説明 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 91

100 エン ド レスハウザー ジ ャパン

SOUND VELOCITY 
POSITIVE 

（音速プラス）

液体の音速の捕捉範囲上限を指定し ます。

ユーザ入力 ：

固定小数点数 0 ～ 1000 m/s

初期設定 ：

500 m/s

! 注意 ! 

SOUND VELOCITY LIQUID （液体の音速） 機能の説明を よ く お読み く ださい。

 

 

機能説明：LIQUID DATA（液体データ）
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10.15 CONFIG. CHANNEL （チャ ンネル設定） グループ

機能説明：CONFIG. CHANNEL（チャンネル設定）

SENSOR TYPE 
（センサタイプ）

選択項目 ：

W-CL-1F-L-B

W-CL-2F-L-B

W-CL-1F-L-C

W-CL-05F-L-B

W-CL-1F-M-B

W-CL-2F-M-B

W-CL-6F-L-C

W-CL-6F-M-C

初期設定：
W-CL-2F-L-B

SENSOR 
CONFIGURATION

（センサの設定）

超音波ク ラ ンプオンバージ ョ ンセンサの設定を選択し ます。

選択項目 ：

NO. TRAVERSE ： 1 （1 ト ラバース）

NO. TRAVERSE ： 2 （2 ト ラバース）

NO. TRAVERSE ： 4 （4 ト ラバース）

初期設定 ：

NO. TRAVERSE ： 2 （2 ト ラバース）

! 注意 ! 

 1 ト ラバースが適し ているのは、 呼び口径が 600A よ り 大きい場合、 配管壁

が 4 mm よ り 厚いプラ スチ ッ ク配管の場合、 または、 他の配置だ と 信号強度

が不十分な場合です。

 2 ト ラバースは、 600A よ り も小さい配管の設定に適し ています。

 4 ト ラバースは、 例外的な状況で呼び口径 50A の場合にだけ使用でき ます。

1 ト ラバース をお奨めし ます。

CABLE LENGTH
（ケーブルの長さ）

センサ ケーブルの長さ を選択し ます。

選択項目 ：

LENGTH 5 m/15 feet （長さ 5 m/15 フ ィ ー ト ）

LENGTH 10 m/30 feet （長さ 10 m/30 フ ィ ー ト ）

LENGTH 15 m/45 feet （長さ 15 m/45 フ ィ ー ト ）

LENGTH 30 m/90 feet （長さ 30 m/90 フ ィ ー ト ）

LENGTH 60 m/180 feet （長さ 60 m/180 フ ィ ー ト ）

初期設定 ：

LENGTH 5 m/15 feet （長さ 5 m/15 フ ィ ー ト ）

! 注意 ! 

呼び口径が 80A 未満の場合、流量計測に対する ケーブルの長さの影響が現れる  

場合があ り ます。 それ以上の呼び口径の場合は、 ほ と んど影響を受けません。
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POSITION SENSOR
（センサの位置）

レール上の 2 つのセンサの位置を表示し ます。

表示内容 ：

4 桁の数字の組合せ

! 注意 ! 

この機能は、ト ラバースの数が 2 または 4 の場合にだけ使用でき ます（SENSOR    

CONFIGURATION （センサの設定） 機能を参照）。

WIRE LENGTH 
（ワイヤの長さ）

センサを適切な間隔に配置する際に使用する ワ イヤの長さ を表示し ます。

表示内容 ：

最大 4 桁の数値と 単位 （例 ： 200 mm）

! 注意 ! 

こ の機能は、 ト ラ バー ス の数が 1 の場合にだ け使用で き ま す （SENSOR  

CONFIGURATION （センサの設定） 機能を参照）。

SENSOR DISTANCE 
（センサの間隔）

センサ 1 と センサ 2 の間隔を表示し ます。

表示内容 ：

最大 5 桁の数値と 単位 （例 ： 200 mm）

! 注意 ! 

センサの間隔が ＜ 180 mm の場合は、 2 ト ラバース を使用でき ません。

機能説明：CONFIG. CHANNEL（チャンネル設定）
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10.16 CALIBRATION DATA （校正データ） グループ

機能説明：CALIBRATION DATA（校正データ）

CAL. FACTOR 
（ファクタ呼び出し）

現在使用されている校正フ ァ ク タ を呼び出し ます。

指定データ ：

5 桁の浮動小数点数 （通常、 1.000）

ZERO POINT 
（ゼロ点）

現在使用されているゼロ点補正を呼び出し ます。

指定データ ：

5 桁の浮動小数点数を符号 （例 ： +0200.0）

ZEROPOINT STAT.
（静的ゼロ点）

現在使用中の静的ゼロ点補正を呼び出し た り 、 手動で変更し ます。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数および単位と 符号 （例 ： +0010.0 ns）

CORR. FACTOR 
（調整ファクタ）

現地で必要な場合は、 調整フ ァ ク タ を入力し ます。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 （0.5 ～ 2）

初期設定 ：

1.000 （調整な し）



機能説明 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 91

104 エン ド レスハウザー ジ ャパン

10.17 SYSTEM PARAMETER （システムパラ メ ータ） グループ 

機能説明：SYSTEM PARAMETER（システムパラメータ）

ISTALLATION 
DIRECTION SENSOR

（センサ取付方向）

必要に応じ て、 流量の符号を逆にし ます。

選択項目 ：

FORWARDS （正方向） （矢印の方向）

BACKWARDS （逆方向） （矢印と反対方向）

初期設定 ：

STANDARD （正方向）

MEASURING MODE
（測定モード）

すべての出力と 内部積算計に対し て測定モード を選択し ます。

選択項目 ：

STANDARD （正方向）

SYMMETRY （正 / 負両方向）

初期設定 ：

STANDARD （正方向）

各測定における個々の出力と 内部積算計の応答は、 次ページに記載されていま

す。

電流出力
STANDARD （正方向）

指定された流れの方向に沿ったデータだけが出力されます （プラ ス またはマ イ

ナスのフルスケール値 n = 流れの方向）。 逆方向のデータは考慮されません。

電流出力の例 ：

a0001248

SYMMETRY （正 / 負両方向）

電流出力の出力信号は、 流れの方向を考慮し ません （プロセス変数の絶対量）。

"20 mA の値 " o （例 ： 逆流） は、 ミ ラーの 20 mA 値 n （例 ： 正流） と一致し       

ています。 プラ ス と マ イナスのデータが対象にな り ます。

電流出力の例 ：

a0001249

! 注意 ! 

流れ方向は、 ステータ ス出力を設定する こ と によ って出力でき ます。

 

 

（次ページに続 く ）
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MEASURING MODE
（測定モード）
（続き）

パルス出力

STANDARD （正方向）

正方向の流量に対応し たパルスが出力されます。

逆方向のデータは考慮されません。

SYMMETRY （正 / 負両方向）

正負両方向の流量に対応し たパルスの絶対値が考慮されます。

ステータス出力

! 注意 ! 

こ の情報が該当するのは、 ASSIGN STATUS OUTPUT （ステータ ス出力の割当  

て） 機能で LIMIT VALUE （ リ ミ ッ ト 値） が選択されている場合だけです。

STANDARD （正方向）

ステータ ス出力信号が、 指定された し きい値で切替わ り ます。

SYMMETRY （正 / 負両方向）

ステータ ス出力信号は、 符号と は無関係に、 指定された し きい値で切替わ り ま

す。 言い換え る と、 正のし きい値を指定し た場合、 ステータ ス出力は値が負の

方向 （負の符号） の値に達する と 即座に切替わ り ます （下図参照）。

測定モード が SYMMETRY （正 / 負両方向） の例 ：

ス イ ッ チオンの値 ： Q = 4

ス イ ッ チオフの値 ： Q = 10

m = ステータ ス出力オン （導通）

n = ステータ ス出力オフ （非導通）

A0001247

積算計
STANDARD （正方向） 

正方向の流量に対応し たパルス を出力し ます。

逆方向の流量に対応し たパルスは考慮されません。

SYMMETRY （正 / 負両方向）

正負両方向の流量に対応し たパルス を考慮し、 正方向と 負方向の流量の差が計

算されます。

つま り 、 流れ方向の総流量が記録されます。

機能説明：SYSTEM PARAMETER（システムパラメータ）

0

- 4
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POSITIVE ZERO 
RETURN 

（ポジティブゼロリ
ターン）

プロセス変数の評価を中断する場合に使用し ます。

た と えば、 配管の洗浄中などはこの機能を使用する必要があ り ます。

この設定は、 機器のすべての機能と 出力に影響し ます。

選択項目 ：

OFF （オフ）

ON  信号出力は " 流量ゼロ " の値

初期設定 ：

OFF （オフ）

FLOW DAMPING  
（流量ダンピング）

デジ タルフ ィ ルタの深度を設定し ます。

ノ イ ズ （固形分の多い流体、 流体内の気泡など） のピークに対し て計測信号の

感度を下げる こ と ができ ます。

フ ィ ルタの設定によ って、 本機器の反応時間が長 く な り ます。

ユーザ入力 ：

0 ～ 60 s

初期設定 ：

2 秒

! 注意 ! 

 システムダンピングは、 機器のすべての機能と出力に影響し ます。

 高い値を設定する と、 ダンピングが強 く な り ます （応答時間が長 く な り ま

す）。

機能説明：SYSTEM PARAMETER（システムパラメータ）
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10.18 SUPERVISION （監視） グループ 

機能説明：SUPERVISION（監視）

FAILSAFE MODE
（フェールセーフモー
ド）

安全上の配慮と し て、 障害発生時の機器信号の処理方法をあ らかじめ設定し て

お く こ と をお奨めし ます。こ こ で選択し た設定は、以下の機能で使用されます。

 電流出力

 パルス出力

 積算計

! 注意 ! 

これによ って表示は変化し ません。

選択項目 ：

MINIMUM VALUE （最小値）

MAXIMUM VALUE （最大値）

CURRENT VALUE （現在の値） （非推奨）

初期設定 ：

MINIMUM VALUE （最小値）

個々の出力および積算計の応答は以下の と お り です。

電流出力 ：

MINIMUM VALUE （最小値）

電流出力は、 ア ラーム送出時の下側レベルの値 （→ 85 ページ の CURRENT 

SPAN （電流範囲） 機能で指定） にな り ます。

MAXIMUM VALUE （最大値）

電流出力は、 ア ラーム送出時の上側レベルの値 （→ 85 ページ の CURRENT 

SPAN （電流範囲） 機能で指定） にな り ます。

ACTUAL VALUE （実際の値）

実際の流量計測に基づいて、 計測値を出力し ます （ア ラームは 無視）。

パルス出力 ：

MINIMUM VALUE （最小値） または MAXIMUM VALUE （最大値）

出力は 0 パルスです。

ACTUAL VALUE （実際の値）

実際の流量計測に基づいて、 計測値を出力し ます （ア ラームは 無視）。

積算計 ：

MINIMUM VALUE （最小値） または MAXIMUM VALUE （最大値）

ア ラームが解除される まで、 積算計は一時的に停止されます。

ACTUAL VALUE （実際の値）

現在の測定値を使用し て積算計は動作を継続し ます。 エラーは無視されます。

ACTUAL SYSTEM 
CONDITION 

（現在の状態）

現在のシステム状態を表示し ます。

表示内容 ：

SYSTEM OK （システム OK） または優先順位の高い診断 メ ッ セージ

PREVIOUS SYSTEM 
CONDITIONS 

（これまでの状態）

直前の計測開始以降に送出された最新の診断 メ ッ セージを 20 件表示し ます。

表示内容 ：

最新の 20 件の診断 メ ッ セージ
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ALARM DELAY 
（アラーム遅延設定）

エラー メ ッ セージまたは注意 メ ッ セージを送出する ための条件 と なる、障害の 

継続時間を入力し ます。

設定と エラーの種類によ り 、 以下の設定が抑制されます。

 表示

 電流出力

 パルス / ステータ ス出力

ユーザ入力 ：

0 ～ 100 s （増分単位は 1 秒）

初期設定 ：

0 s

" 警告 ! 

この機能をオンにする と、 設定し た時間だけ、 上位コ ン ト ローラ （プロセス コ

ン ト ローラ など）にエラー メ ッ セージや注意 メ ッ セージを転送する動作が遅れ 

ます。 し たがって、 このよ う な遅延によ り プロセスの安全要件が損なわれない

こ と をあ らかじめ確認し て く だ さい。

エラー メ ッ セージや注意 メ ッ セージを遅延させない場合は、 0 秒を入力し て く  

ださい。

SYSTEM RESET 
（システムリセット）

本機器を リ セ ッ ト し ます。

選択項目 ：

NO （いいえ）

RESTART SYSTEM （システムの リ ス ター ト ） （電源をオフにし ない リ ス ター ト ）

MEASURING PIPE DATA （計測配管データ） （オ リ ジナルの校正データ を復元）

! 注意 ! 

MEASURING TUBE DATA （計測配管 データ） を選択し た場合は、 オ リ ジナル   

の校正データ を復元する ために T-DAT が必要です T-DAT がない と、 エ ラー    

メ ッ セージ DATA STORAGE （データ保存） が表示されます。

初期設定 ：

MEASURING PIPE DATA （配管データの計測）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能説明：SUPERVISION（監視）
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10.19 SIMULATION SYSTEM （システムシ ミ ュ レーシ ョ ン） グループ 

機能説明：SIMULATION SYSTEM（システムシミュレーション）

SIMULATION 
FAILSAFE MODE

（フェールセーフモー
ドシミュレーション）

応答が正しい こ と を確認する ために、 すべての出力と積算計を指定されている

フ ェールセーフモード に設定し ます。

この時、SIMULATION FAILSAFE MODE（フ ェールセーフモード シ ミ ュ レーシ ョ   

ン） と い う メ ッ セージが表示されます。

選択項目 ：

ON （オン）

OFF （オフ）

初期設定 ：

OFF （オフ）

SIMULATION 
MEASURAND 

（計測値シミュレー
ション）

応答が正しい こ と を確認する ために、 すべての出力と積算計を指定されている

流量応答モード に設定し ます。

こ の時、 SIMULATION MEASURAND （計測値シ ミ ュ レーシ ョ ン） と い う メ ッ 

セージが表示されます。

選択項目 ：

OFF （オフ）

VOLUME FLOW （体積流量）

初期設定 ：

OFF （オフ）

! 注意 ! 

 このシ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中は、 機器での計測はでき ません。

 電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

VALUE SIMULATION 
MEASURAND 

（シミュレーション計
測値）

! 注意 ! 

SIMULATION MEASURAND （計測値シ ミ ュ レーシ ョ ン） 機能がア ク テ ィ ブに 

なっていない と 、 この機能は使用でき ません

（= VOLUME FLOW （体積流量））。

選択可能な値 （例 ： 12 m3/s） を指定し ます。

この機能は、 外部入力機器と 機器本体のテス ト に使用されます。

ユーザ入力 ：

5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ] と符号

初期設定 ：

0 [ 単位 ]

" 警告 ! 

電源異常時には、 この設定は保存されません。

! 注意 ! 

この機能の単位は、SYSTEM UNITS（単位の選択）グループで設定し た単位です。
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10.20 SENSOR VERSION （センサのバージ ョ ン） グループ 

10.21 AMPLIFIER VERSION （アンプのバージ ョ ン） グループ 

機能説明：SENSOR VERSION（センサのバージョン）

SERIAL NUMBER 
（シリアルナンバー）

機器のシ リ アル番号を表示し ます。

機能説明：AMPLIFIER VERSION（アンプ部のバージョン）

SOFTWARE 
REVISION NUMBER

（ソフトウェアのバー
ジョン番号）

電子基板の ソ フ ト ウ ェア改訂番号を表示し ます。
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10.22 初期設定

10.22.1 SI 単位

10.22.2 US 単位 （米国と カナダのみ）

10.22.3 言語

パラメータ 初期設定

呼び口径 80 [mm]

ローフ ロー （v 0.04 m/s） 12 [l/min]

フルスケール値 （v  2.5 m/s） 750 [l/min]

パルス値 5.0 [l]

積算計の単位 [l]

長さの単位 mm

温度の単位 ℃

パラメータ 初期設定

呼び口径 3"

ローフ ロー （v 0.04 m/s） 2.5 [gal/min]

フルスケール値 （v  2.5 m/s） 200 [gal/min]

パルス値 2.0 [gal]

積算計の単位 gal

長さの単位 mm

温度の単位 ℃

国 言語

オース ト ラ リ ア 英語

ベルギー 英語

カナダ 英語

中国 英語

デンマーク 英語

ド イ ツ ド イ ツ語

イ ギ リ ス 英語

フ ィ ン ラ ン ド 英語

フ ラ ン ス フ ラ ン ス語

オラ ンダ 英語

香港 英語

イ ン ド 英語

イ ン ド ネシア 英語

国際文書 英語

イ タ リ ア イ タ リ ア語

日本 英語

マレーシア 英語

ノ ルウ ェー 英語

ポーラ ン ド 英語

ポル ト ガル 英語

オース ト リ ア ド イ ツ語

ロ シア 英語

ス ウ ェーデン 英語

ス イ ス ド イ ツ語

シンガポール 英語

スペイ ン スペイ ン語

南アフ リ カ 英語

タ イ 英語
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A
ACCESS CODE （ア ク セス コード） .................................. 81
ACTUAL SYSTEM CONDITION （現在の状態） .................107
ALARM DELAY （ア ラーム遅延設定） ..............................108
ASSIGN STATUS OUTPUT （ステータ ス出力の割当て） ..... 88

C
CABLE LENGTH （ケーブルの長さ） ...............................101
CAL. FACTOR （フ ァ ク タ呼び出し） ...............................103
CE マーク  ..................................................................... 74
CE マーク （適合宣言） ..................................................... 9
CIRCUMFERENCE （外周） .............................................. 95
Commubox FXA 195 （電気配線） ...................................... 53
CONTRAST LCD （LCD コ ン ト ラ ス ト ） ............................ 83
CORR. FACTOR （調整フ ァ ク タ） ...................................103
C-tick マーク  .............................................................9, 74
CURRENT RANGE （電流範囲） ........................................ 85

D
DEF.PRIVATE CODE （プラ イベー ト コード） ................... 81
DEVICE ID （機器 ID） ..................................................... 92

F
FAILSAFE MODE （フ ェールセーフモード） ....................107
Field Xpert SFX100 ......................................................... 31
FieldCare ....................................................................... 37
FLOW DAMPING （流量ダンピング） ...............................106
FLOW VELOCITY （流速） ............................................... 77
FORMAT （フ ォーマ ッ ト ） .............................................. 83
FXA195 ......................................................................... 53
FXA291 ......................................................................... 54

H
HART

Field Xpert HART コ ミ ュニケーター ........................... 37
機器ステータ ス / 診断 メ ッ セージ .............................. 44
コマン ド  .................................................................. 39

HART プロ ト コルを使用する機器変数 ............................. 38
HOME 画面 （運転モード表示） ....................................... 34

I
INSTALLATION DIRECTION SENSOR 
（センサ取付方向） .........................................................104
IP 67 取付指示

保護等級を参照
IP 68 取付指示

保護等級を参照

L
LANGUAGE （言語） ....................................................... 81
LINER MATERIAL （ラ イ ニングの材質） ........................... 97
LINER THICKNESS （ラ イ ニングの厚さ） .......................... 97
LIQUID （液体） .............................................................. 98

M
MANUFACTURER ID （製造者 ID） ................................... 92
MEASURING MODE （測定モード） .................................104

O
ON-VALUE LOW FLOW CUT OFF 
（ローフ ローカ ッ ト オフ オンの値） ...................................93
OPERATION MODE （出力モード） ...................................87
OUTPUT SIGNAL （出力の形態） ......................................88
OVERFLOW （オーバーフ ロー） .......................................84

P
PIPE DIAMETER （配管の外径） ........................................95
PIPE MATERIAL （配管の材質） ........................................95
POSITION SENSOR （センサの位置） ............................... 102
POSITIVE ZERO RETURN （ポジテ ィ ブゼロ リ ターン） ..... 106
PREVIOUS SYSTEM CONDITIONS （これまでの状態） ...... 107
PULSE VALUE （パルス値） ..............................................87
PULSE WIDTH （パルス幅） ..............................................87

R
RESET TOTALIZER （積算計の リ セ ッ ト ） ..........................84

S
SENSOR CONFIGURATION （センサの設定） ................... 101
SENSOR DISTANCE （センサの間隔） .............................. 102
SENSOR TYPE （センサタ イプ） ...................................... 101
SERIAL NUMBER （シ リ アルナンバー） ........................... 110
SETUP （セ ッ ト ア ッ プ） ...................................................78
SIGNAL STRENGTH （信号強度） ......................................77
SIMULATION FAILSAFE MODE （フ ェールセーフモード 
シ ミ ュ レーシ ョ ン） ....................................................... 109
SIMULATION MEASURAND （計測値シ ミ ュ レーシ ョ ン） .. 109
SOUND VELOCITY LINER （ラ イ ニングの音速） ................97
SOUND VELOCITY LIQUID （液体の音速） ........................99
SOUND VELOCITY NEGATIVE （音速マイナス） ................99
SOUND VELOCITY PIPE （配管の音速） ............................95
SOUND VELOCITY POSITIVE （音速プラ ス） ................... 100
SOUND VELOCITY （音速） ..............................................77
SUM （合計） ...................................................................84
SW REV. NUMBER （ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ン番号） ..... 110
SWITCH-OFF POINT （ス イ ッ チオフポイ ン ト ） ................89
SWITCH-ON POINT （ス イ ッ チオンポイ ン ト ） ..................88
SYSTEM RESET （システム リ セ ッ ト ） ............................. 108

T
TAG DESCRIPTION （タ グの説明） ...................................92
TAG NAME （タ グ番号） ..................................................92
T-DAT SAVE/LOAD （T-DAT 保存 / 読込み） ...................82
T-DAT （HistoROM）

説明 .........................................................................50
保存 / 読込み （データバッ ク ア ッ プ、 例

機器交換用） ......................................................48
TEMPERATURE （温度） ...................................................98
TEST DISPLAY （デ ィ スプレ イ テス ト ） .............................83
TIME CONSTANT （時定数） .............................................86

U
UNIT LENGTH （長さ の単位） ..........................................80
UNIT TEMPERATURE （温度の単位） ................................80
UNIT VELOCITY （速度の単位） .......................................80
UNIT VISCOSITY （粘度の単位） .......................................80
UNIT VOLUME FLOW （体積流量の単位） .........................79
UNIT VOLUME （体積の単位） ..........................................79
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V
VALUE 20 mA （20 mA の値） ...........................................86
VALUE SIMULATION MEASURAND 
（シ ミ ュ レーシ ョ ン計測値） ........................................... 109
VISCOSITY （粘度） .........................................................99
VOLUME FLOW （体積流量） ...........................................77

W
WALL THICKNESS （配管の厚さ） ....................................96
WIRE LENGTH （ワ イヤの長さ） ..................................... 102
WRITE PROTECT （上書き禁止） ......................................92

Z
ZERO POINT ADJUSTMENT （ゼロ点調整） .......................94
ZERO POINT （ゼロ点） ............................................ 94, 103
ZEROPOINT STAT. （静的ゼロ点） .................................. 103

ア
ア ク セサ リ  ....................................................................52
アプ リ ケータ （選択 / 設定ソ フ ト ウ ェ ア） ........................54
ア ラーム信号 .................................................................67
安全性に関する記号 ........................................................ 6
安全注意事項 .................................................................. 5

エ
エラーに対する出力 .......................................................60
IP 67 取付指示

保護等級を参照

オ
オーダーコード

ア ク セサ リ  ...............................................................52
センサ ....................................................................... 8
変換器 ....................................................................... 7

温度
環境 .........................................................................72
保管 .........................................................................72
流体 .........................................................................72

カ
外部洗浄 ........................................................................51
カ ッ プ リ ング剤 ..............................................................51
下流側直管長

ク ラ ンプオンバージ ョ ン ............................................12

キ
規格、 ガ イ ド ラ イ ン .......................................................74
機器データのバッ ク ア ッ プ （T-DAT 使用） .......................48
機器の準備

締付けバン ド （大きい呼び口径） ................................18
締付けバン ド （中間の呼び口径） ................................17
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A）

固定器具 （U ボル ト を使用） ...............................15
固定器具 （締付けバン ド を使用） ........................16

機器への電源供給 ...........................................................45
危険な物質 ................................................................ 6, 65
技術仕様解説 .................................................................66
技術データ  ....................................................................66
基準条件 ........................................................................70
機能マ ト リ ク ス

一覧 .........................................................................75
簡易操作説明 ............................................................35

ク
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

機器データのバッ ク ア ッ プ （T-DAT 使用） ................. 48
繰 り 返し性 .................................................................... 71
グループ

AMPLIFIER VERSION （アンプのバージ ョ ン） ............ 110
CALIBRATION DATA （校正データ） ......................... 103
COMMUNICATION （通信） ........................................ 92
CONFIG. CHANNEL （チャ ンネル設定） .................... 101
CURRENT OUTPUT （電流出力） ................................. 85
LINER （ラ イ ニング） ................................................. 97
LIQUID DATA （液体データ） ...................................... 98
MEASURING VALUES （計測する値） ........................... 77
OPERATION （オペレーシ ョ ン） ................................. 81
PIPE DATA （配管データ） .......................................... 95
PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メ ータ） ........... 93
PULSE/STATUS OUTPUT （パルス / ステータ ス出力） . 87
SENSOR SETUP （センサのセ ッ ト ア ッ プ） ................... 78
SENSOR VERSION （センサのバージ ョ ン） ................. 110
SIMULATION SYSTEM （システムシ ミ ュ レーシ ョ ン） . 109
SUPERVISION （監視） .............................................. 107
SYSTEM PARAMETER （システムパラ メ ータ） ........... 104
SYSTEM UNITS （単位の選択） .................................... 79
TOTALIZER （積算計） ............................................... 84
USER INTERFACE （ユーザーイ ン ターフ ェース） ......... 83

ケ
ケーブル仕様 ............................................................28, 29
計測可能流量範囲 .......................................................... 66
計測誤差 （最大） ............................................................ 70
計測パラ メ ータ  .............................................................. 66
計測レンジ .................................................................... 66
現場指示計

表示部を参照

コ
コード エン ト リ ー （機能マ ト リ ク ス） .............................. 36
構成 .............................................................................. 73
校正フ ァ ク タ  ...................................................................8
構造 .............................................................................. 73
コ ン ト ロール

Field Xpert HART コ ミ ュニケーター ........................... 37

サ
サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス

FXA291 .................................................................... 54
材質 .............................................................................. 73

シ
システム構成 ................................................................. 66
質量 .............................................................................. 73
周囲温度範囲 ................................................................. 72
修理 .......................................................................... 6, 65
出力 .............................................................................. 67
出力信号 ....................................................................... 67
消費電力 ....................................................................... 69
仕様銘板

接続 ...........................................................................8
センサ ........................................................................8
変換器 ........................................................................7

上流側 / 下流側直管長
ク ラ ンプオンバージ ョ ン ........................................... 12
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シ リ アル番号
センサ ....................................................................... 8
変換器 ....................................................................... 7

資料番号 ....................................................................... 74
診断 メ ッ セージ ............................................................. 56

ス
ステータ ス出力の応答 ................................................... 90
ステータ ス出力のス イ ッチ切替 ...................................... 91
スペアパーツ ................................................................. 61

セ
性能特性 ....................................................................... 70
接続

HART ....................................................................... 31
電気配線を参照

接続後
確認 ......................................................................... 33

設置距離
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ............................................... 14

設置距離 （値の決定）
現場操作 .................................................................. 14

設置後
確認 ......................................................................... 26

設置条件
上流側 / 下流側直管長 .............................................. 12
設置寸法 .................................................................. 11
取付位置 .................................................................. 11
取付方向 .................................................................. 12

設定
全般 ......................................................................... 45

センサの位置 ................................................................. 14
センサの間隔 ................................................................. 14
洗浄 （外部洗浄） ............................................................ 51

ソ
操作 .............................................................................. 34

AMS （エマ ソ ンプロセスマネジ メ ン ト 社製） .......... 12, 37
FieldCare .................................................................. 37
SIMATIC PDM （シー メ ン ス社製） .......................... 12, 37
デバイ ス記述フ ァ イル .............................................. 38
表示部および操作ス イ ッチ ........................................ 34

操作上の安全性 ............................................................... 5
操作部 .......................................................................... 34
測定原理 ....................................................................... 66
測定センサ設置

機器の準備 ............................................................... 15
準備手順 .................................................................. 14
設置距離 .................................................................. 14
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P

15 ～ 65 A ........................................................ 19
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W

ク ラ ンプオン、 1 ト ラバース  ............................. 21
ク ラ ンプオン、 2 ト ラバース  ............................. 23

タ
耐衝撃 .......................................................................... 72
耐振動性 ....................................................................... 72

チ
注文情報 ....................................................................... 74

ツ
通信 .............................................................................. 37

テ
適合宣言 （CE マーク） ..................................................... 9
デバイ ス記述フ ァ イル ....................................................38
電位平衡 ........................................................................32
電気的絶縁性 .................................................................67
電気配線 ........................................................................67

センサ接続ケーブル ..................................................27
電源 ..............................................................................67
電源電圧 ........................................................................67
電源の故障 / 停電 ..........................................................69
電磁適合性 （EMC） ................................................... 29, 72
電線管接続口 .................................................................69

ト
動作条件

環境 .........................................................................72
プロセス  ...................................................................72

登録商標 ......................................................................... 9
ト ラブルシューテ ィ ング .................................................55
ト ラブルシューテ ィ ングおよび対策 ................................55
取付

設置を参照
取付方法

IP 67 .........................................................................32
IP 68 .........................................................................32

ニ
認証 .......................................................................... 9, 74
認定 .......................................................................... 9, 74

ノ
納品内容確認 .................................................................10

ハ
配線 ..............................................................................27

端子配置 ...................................................................31
変換器 ......................................................................30

ヒ
表示

表示部がないバージ ョ ンへの一時的な取付け ..............25
向きの調整 ...............................................................25

表示部
表示部 ......................................................................34
表示部および操作ス イ ッ チ ........................................34
表示部を参照
要素 .........................................................................73

フ
フ ィ ール ド チェ ッ ク （テス タ / シ ミ ュ レータ） ..................54
負荷 ..............................................................................67
プロ グ ラ ミ ングモード

無効化 ......................................................................36
有効化 ......................................................................36

ヘ
変換器の取付け ..............................................................26
返却 .......................................................................... 6, 65

ホ
保管温度 ........................................................................72
保護等級 ........................................................................72
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メ ンテナン ス  ............................................................46, 51

ヨ
用途 ..............................................................................66

リ
リ モー ト 操作 .................................................................73
流体圧力範囲 .................................................................72
流体温度範囲 .................................................................72

ロ
ローフ ローカ ッ ト オフ ....................................................67

ワ
ワ イヤの長さ  .................................................................14



■仙台サービス
〒 981-3125  仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel.022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 461-0034 名古屋市東区豊前町 2-28-1

Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■小倉サービス
〒 802-0804 北九州市小倉南区下城野 2-3-6

Tel. 093(932)7700　Fax. 093(932)7701

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA00100D/33/JA/13.11
STAR/FM+SGML 10.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は 
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

12.13/ マーコムグループ
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